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井手 英策（いで　えいさく）
1972 年生まれ。東京大学大学院経済学研究科博士課程修了。日本銀行金融研究所、東北学院大学、横浜国立大学を経
て、現在、慶應義塾大学経済学部教授。かながわ福祉大学校校長。専門は財政社会学。総務省、全国知事会、日本医師会、
全労済協会等の研究会座長・委員のほか、朝日新聞論壇委員、毎日新聞時論フォーラム委員なども歴任。著書に『令和ファ
シズム論』（筑摩書房）、『ベーシックサービス』（小学館）、『経済の時代の終焉』（岩波書店）ほか多数。大

おさらぎ
佛次郎論壇賞、

慶應義塾賞などを受賞。

僕
は
い
ま
、
あ
る
全
国
紙
の
書
評
委
員

を
つ
と
め
て
い
る
。
一
般
書
の
評
を
書
く

の
は
久
し
ぶ
り
だ
。
み
な
さ
ん
は
、
書
評

を
読
ま
れ
て
も
、
評
者
が
ど
ん
な
思
い
で

文
章
を
書
い
て
い
る
の
か
、
想
像
も
さ
れ

な
い
だ
ろ
う
。
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
。
僕

の
苦
悶
の
日
々
を
告
白
し
て
み
た
い
。

書
評
は
そ
の
本
に
読
む
価
値
が
あ
る
か

を
問
う
、
重
た
い
仕
事
だ
。
新
聞
で
は
書

評
へ
の
反
論
は
紙
面
に
載
せ
な
い
。
完
全

に
一
方
通
行
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
本
当
に

著
者
の
意
図
を
見
抜
け
て
い
る
か
、
熱
に

浮
か
さ
れ
、
あ
る
い
は
お
粗
末
な
見
落
と

し
で
、
読
者
を
誤
っ
た
場
所
に
導
い
て
は

い
な
い
か
、
正
直
、
気
が
気
で
な
い
。

外
国
の
著
作
な
ら
ま
だ
い
い
。
日
本
の

著
作
だ
と
、
著
者
は
か
な
り
の
確
率
で
掲

載
さ
れ
た
書
評
を
読
む
。
そ
こ
ま
で
し
か

降
り
ら
れ
な
い
の
か
、
こ
ん
な
こ
と
さ
え

読
み
と
れ
な
い
の
か
、
ど
こ
か
で
静
か
に

叱
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
恐
怖
と

も
隣
り
合
わ
せ
だ
。

じ
つ
に
割
に
合
わ
な
い
仕
事
だ
と
お
も

う
。
付
箋
だ
ら
け
の
本
と
向
き
合
い
、
何

も
書
け
ず
に
頭
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
る
。

大
き
な
反
響
が
あ
る
と
嬉
し
い
。
だ
け
ど

実
際
に
売
れ
る
の
は
自
分
の
本
じ
ゃ
な

い
。
他
人
の
本
だ
。

で
も
投
げ
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

一
冊
の
本
に
は
、
そ
の
人
が
生
き
て
き
た

時
間
が
沈
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
。
そ
こ
に

は
切
実
さ
が
あ
る
。
他
者
の
生
き
ざ
ま
を

預
か
る
。
読
み
、
考
え
、
言
葉
に
し
て
伝

え
る
。
著
者
は
、
何
を
守
ろ
う
と
し
、
何

に
傷
つ
き
、
何
を
読
者
に
託
そ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
何
度
も
、
何
度
も
、
読
み
、

考
え
る
。

書
評
の
目
的
は
裁
く
こ
と
、
断
じ
る
こ

と
で
は
な
い
。
一
冊
の
本
に
深
く
の
め
り

込
み
、目
を
こ
ら
し
、そ
の
本
の
奥
に
灯
っ

て
い
る
、
小
さ
い
け
れ
ど
、
確
か
な
火
を

見
つ
け
る
地
道
な
作
業
だ
。

火
種
を
消
さ
ず
に
、
な
ん
と
か
読
者
の

手
元
に
届
け
た
い
。
う
ま
く
い
け
ば
、
読

者
は
そ
の
火
に
照
ら
さ
れ
て
、
書
店
に
駆

け
こ
む
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
著
者

自
身
、
自
分
の
孤
独
な
努
力
が
ち
ゃ
ん
と

届
い
て
い
た
の
だ
と
、
少
し
だ
け
救
わ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
み
な
さ
ん
が
ど
こ
か
で
書
評
を
見

つ
け
た
と
き
に
は
、書
き
手
と
評
者
の「
読

者
へ
の
思
い
」
が
そ
こ
に
凝
縮
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
。
書
評
を
書
く

と
い
う
こ
と
。
割
に
は
合
わ
な
い
け
れ
ど

ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
よ
う
な
仕
事
だ
。

慶
應
義
塾
大
学 

経
済
学
部
教
授

井
手 

英
策

な
ぜ
私
は
、
他
人
の
本
の

た
め
に
頭
を
抱
え
る
の
か
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京都大学経済研究所 教授

森 知也 氏

■ 経 歴
都市経済学者。1990年岐阜大学工学部土木工学科卒業。1996年ペンシルバニア大学大学院地域科学研究科博
士課程修了。京都大学経済研究所教授（2009年～）。経済産業研究所ファカルティフェロー（2011年～）。東京
大学空間情報科学研究センター客員教授（2012年～）。
都市を始めとする経済集積の形成について、そのメカニズムを説明する理論および実証研究を行っている。

人
口
10
万
人
以
上
の
都
市
が
半
減
す
る

森
教
授
は
、「
１
０
０
年
後
の

２
１
２
０
年
ま
で
に
、
日
本
の
人
口

10
万
人
以
上
の
都
市
の
数
が
約
半
数

（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
）
に
激
減
す
る
」

と
い
う
予
測
を
示
し
た
。
こ
の
予
測
の

背
景
に
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
（
社
人
研
）
が
示
す
推
計
結

果
が
あ
る
。

社
人
研
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
日

本
の
総
人
口
は
１
０
０
年
後
に
約

３
０
０
０
万
〜
５
０
０
０
万
人
規
模

（
現
在
の
約
３
割
〜
４
割
、
江
戸
時
代

と
同
等
）
ま
で
減
少
す
る
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
時
点
で
「
人
口
10
万
人
以

上
の
都
市
」
が
83
都
市
あ
っ
た
の
に

対
し
、
２
０
７
０
年
に
は
62
都
市
、

２
１
２
０
年
に
は
約
40
都
市
へ
と
半
減

す
る
と
推
計
し
て
い
る
。「
10
万
人
」

と
い
う
規
模
は
、
日
常
生
活
の
イ
ン
フ

ラ
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
の
境
界
線

と
な
る
。
国
の
「
第
3
次
国
土
形
成
計

画
」
で
も
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
（
高

校
な
ど
）・
商
業
施
設
と
い
っ
た
「
日

常
の
暮
ら
し
に
必
要
な
機
能
」
を
自
立

し
て
維
持
で
き
る
最
小
限
の
目
安
が
人

口
10
万
人
と
し
て
い
る
。

森
教
授
は
、
人
口
が
現
在
の
３
割
程

　

京
都
大
学
経
済
研
究
所
の
森
知
也
教
授
ら
は
、
統
計
予
測
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、

「
２
１
２
０
年
の
日
本
は
、人
口
が
約
３
０
０
０
万
人
ま
で
減
少
し
、10
万
人
以
上
の

都
市
は
半
減
す
る
」と
い
う
衝
撃
的
な
予
測
を
提
示
し
た
。

　
人
口
減
少
問
題
や
地
方
の
未
来
に
つ
い
て
積
極
的
な
発
信
を
行
っ
て
い
る
森
氏
に

お
話
を
伺
っ
た
。

１
０
０
年
後
の

日
本
の
姿

度
ま
で
減
少
す
る
過
程
に
お
い
て
、
都

市
間
の
「
人
口
の
奪
い
合
い
」
が
起
き

る
と
指
摘
す
る
。
多
く
の
地
方
都
市
は

維
持
困
難
に
な
る
「
椅
子
取
り
ゲ
ー
ム
」

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

幹線から外れた地方道県で都市集積がほぼ消滅する地方の衰退に抗うための政策
コンパクトシティ
▶︎現在675市町村が取り組み中:現状10万都市の数は83から100年後に40～50
	 →都市として残す地域、縮小を支援する地域を明確に
▶︎そもそもインセンティブに逆行する(都市は平坦化する)
地方創生
▶︎地域の人口減少は悪ではない	 →人口維持を目指さない、都市でない地方のあり方を支援
例：儲かる農村を志向(大規模/スマート化)　→　農産品の自給自足を目指す
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１
０
０
年
後
の
日
本
の
姿
は
、「
都
市
」

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
予
測
で
き
る

森
教
授
は
、「
都
市
こ
そ
が
人
間
の

経
済
活
動
を
成
り
立
た
せ
る
『
最
小
の

エ
ン
ジ
ン
』
で
あ
り
、
人
口
が
減
っ
て

も
国
が
生
き
残
る
た
め
の
『
最
後
の
防

衛
線
』
で
あ
る
」
と
語
る
。

「
都
市
」
に
注
目
す
べ
き
理
由
は
以

下
の
３
点
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
。

１
．
人
が
集
ま
る
こ
と
で
起
こ
る「
集

積
効
果
」が
生
ま
れ
る

経
済
学
で
は
、
人
や
企
業
が
１
カ
所

に
集
ま
る（
＝
都
市
が
で
き
る
）こ
と
で
、

爆
発
的
な
経
済
の
プ
ラ
ス
効
果
（
集
積

効
果
）
が
生
ま
れ
る
と
考
え
る
。
例
え

ば
、
企
業
同
士
の
取
引
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
り
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
や
す
く
な
る
効
率
の

向
上
や
、
生
産
性
が
高
ま
る
た
め
、
都

市
部
で
は
高
い
給
料
を
払
う
こ
と
が
で

き
る
。

人
口
が
日
本
全
体
で
バ
ラ
バ
ラ
に
減

る
と
、
こ
の
「
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
」
が

完
全
に
消
滅
し
、
日
本
全
体
の
経
済
力

や
技
術
力
が
一
気
に
衰
退
し
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
ど
こ
に
集
積
（
都
市
）

を
残
せ
る
か
が
国
の
命
運
を
握
る
。

２
．「
都
市
の
規
模
」が
生
活
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
限
界
を
決
め
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
イ
ン
フ
ラ
は
、

一
定
以
上
の
人
口
密
度（
都
市
の
規
模
）

が
な
い
と
維
持
で
き
な
い
。
水
道
、
電

気
、
道
路
、
病
院
、
学
校
は
、
利
用
者

が
少
な
い
ほ
ど
１
人
あ
た
り
の
維
持
コ

ス
ト
が
跳
ね
上
が
っ
て
し
ま
う
。

「
10
万
人
」
を
下
回
る
都
市
が
続
出

す
る
と
、
多
く
の
地
域
で
病
院
、
学
校
、

商
業
施
設
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
が
困
難
に
な
り
、
そ
の

地
域
で
の
「
現
代
的
な
生
活
」
が
で
き

な
く
な
る
。
街
が
実
質
的
に
機
能
し
な

く
な
る
（
廃
墟
化
す
る
）
こ
と
を
意
味

す
る
。

３
．国
全
体
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め

る「
唯
一
の
鍵
」で
あ
る

「
少
子
化
は
、
地
方
か
ら
東
京
へ
の

一
極
集
中
が
原
因
の
1
つ
。
だ
か
ら
地

方
を
豊
か
に
し
て
人
口
を
分
散
す
る
」

と
い
う
日
本
創
成
会
議（
２
０
１
４
年
）

の
意
見
に
対
し
、
森
教
授
は
逆
の
結
論

を
導
き
出
し
て
い
る
。

中
途
半
端
に
地
方
に
人
口
を
分
散
さ

せ
る
と
、
ど
の
都
市
も
「
10
万
人
」
を

維
持
で
き
な
く
な
り
、
国
内
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
生
活
イ
ン
フ
ラ
が
崩
壊
し
て

し
ま
う
（
分
散
は
共
倒
れ
を
招
く
）
し
、

東
京
に
一
極
集
中
す
る
と
確
か
に
少
子

化
は
進
む
が
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
に
は

「
す
べ
て
の
地
方
を
救
う
」の
で
は
な
く
、

「
東
京
に
対
抗
で
き
る
地
方
の
魅
力
的

な
拠
点
都
市
」
を
い
く
つ
か
維
持
し
、

そ
こ
に
人
を
集
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

森
教
授
の
「
都
市
中
心
の
視
点
」
を

踏
ま
え
れ
ば
、
従
来
の
「
日
本
全
国
ど

こ
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
社
会
」
と

い
う
前
提
は
崩
れ
る
こ
と
に
な
る
。

１
０
０
年
後
に
は
人
口
の
多
く
が
極
少

数
の
大
都
市
圏
に
集
ま
る
「
極
化
」
が

起
こ
る
こ
と
に
な
る
。

短
期
的
に
は
地
方
か
ら
東
京
や
拠
点
都

市（
福
岡
な
ど
）へ
の
集
中
が
進
む

日
本
全
体
の
人
口
が
激
減
し
て
も
、

「
経
済
効
率
の
良
さ
」
と
「
若
者
を
惹

き
つ
け
る
魅
力
」
を
持
つ
都
市
に
人
口

は
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
。
東
京
と
福
岡
、

こ
の
２
つ
の
都
市
は
人
を
吸
い
寄
せ
、

国
内
に
お
け
る
存
在
感
が
さ
ら
に
高
ま

り
続
け
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

東
京
は
、
今
後
１
０
０
年
経
っ
て
も

日
本
最
大
の
経
済
と
流
行
の
中
心
で
あ

り
続
け
る
。
高
度
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
最
先

端
の
Ｉ
Ｔ
、
エ
ン
タ
メ
、
多
様
な
職
種

が
集
積
し
て
お
り
、
多
様
な
選
択
肢
が

あ
る
。
こ
う
し
た
場
所
に
は
、
全
国
か

ら
進
学
や
就
職
を
機
に
若
い
世
代
が
吸

い
寄
せ
ら
れ
続
け
る
。
結
果
と
し
て
、

他
の
都
市
が
衰
退
し
て
も
東
京
の
シ
ェ

ア
（
日
本
の
総
人
口
に
対
す
る
、
東
京

の
人
口
割
合
）
は
伸
び
続
け
る
。

福
岡
は
、
ア
ジ
ア
の
玄
関
口
・
若
者

の
街
で
あ
る
。
数
あ
る
地
方
都
市
の

中
で
、「
若
い
女
性
の
割
合
が
高
い
」

「
Ｉ
Ｔ
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
の
成

長
産
業
が
あ
る
」「
ア
ジ
ア
諸
国
に
近

い
」
と
い
う
独
自
の
強
み
を
持
っ
て
い

る
。
名
古
屋
や
大
阪
が
東
京
に
「
近
す

ぎ
る
」
た
め
、
新
幹
線
や
リ
ニ
ア
中
央

新
幹
線
の
整
備
に
よ
る
高
速
化
が
進
む

と
、
か
え
っ
て
優
秀
な
人
材
や
企
業
の

本
社
機
能
を
東
京
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま

う
（
ス
ト
ロ
ー
効
果
）
の
に
対
し
、
福

岡
は
東
京
か
ら
物
理
的
に
遠
く
離
れ
て

い
る
（
移
動
障
壁
が
あ
る
）
た
め
、
東

京
に
吸
収
さ
れ
ず
独
自
の
経
済
圏
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
九
州
全
域

へ
の
乗
り
換
え
地
点
、
ハ
ブ
で
あ
る
こ

と
も
利
点
。
九
州
の
他
の
県
が
過
疎
化

し
て
い
く
中
で
、
若
者
た
ち
は
「
地
元

か
ら
出
た
い
け
れ
ど
、
い
き
な
り
東
京

に
行
く
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
近
く

て
活
気
の
あ
る
福
岡
へ
行
こ
う
」
と
な

る
。
結
果
と
し
て
、
九
州
全
体
の
人
口

を
福
岡
が
一
手
に
引
き
受
け
る
た
め
、

人
口
シ
ェ
ア
が
跳
ね
上
が
る
。
加
え
て
、

韓
国
や
中
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
主
要
都

市
に
近
く
、
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
や
観

光
の
ハ
ブ
と
し
て
独
自
の
成
長
を
続
け

ら
れ
る
強
み
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
人
口
が
日
本
全
体
で
縮

小
す
る
だ
け
で
な
く
、
特
定
の
超
大
都

生活必需サービス一揃えを供給できる都市
・救急告示病院
・産婦人科
・高等学校
・葬儀サービス
・スーパーマーケット
・コンビニエンスストア
・クリーニング・サービス
都市人口しきい値：2.5万～3.8万人

（しきい値＝境界値）
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大
で
冷
涼
な
地
方
の
土
地
（
北
海
道
や

東
北
の
過
疎
地
な
ど
）で
の「
巨
大
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
、
新
イ
ン
フ
ラ
の

中
継
点
と
し
て
、
地
方
の
広
大
な
土
地

が
活
用
さ
れ
る
。

「
戦
略
的
撤
退
」と
い
う
不
都
合
な
真

実
を
受
け
止
め
る

森
教
授
は
、
国
や
自
治
体
に
対
し
て

「
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、
ど
の
都
市
を

諦
め
、ど
の
都
市
を
守
る
か
と
い
う『
ト

リ
ア
ー
ジ
』
を
す
べ
き
だ
」
と
提
言
し

て
い
る
。

水
道
、
道
路
、
病
院
、
学
校
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ラ
を
日
本
全
国
で
維
持
す
る

の
は
、
財
政
的
に
も
物
理
的
に
も
不
可

能
。
残
す
べ
き
地
方
の
主
要
都
市
（
人

口
10
万
人
以
上
の
防
衛
ラ
イ
ン
を
保
て

る
場
所
）へ
周
辺
の
住
民
を
移
住
さ
せ
、

効
率
的
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
作
る

こ
と
が
、
地
方
消
滅
を
防
ぐ
唯
一
の
手

段
だ
と
強
調
す
る
。

こ
の
予
測
は
「
１
０
０
年
後
」
と
い

う
遠
い
未
来
の
話
に
見
え
る
が
、
あ
と

20
〜
30
年
も
す
れ
ば
、
多
く
の
地
方
都

市
で
病
院
の
閉
鎖
や
公
共
交
通
の
廃
止

と
い
っ
た
形
で
現
実
化
し
て
く
る
と
も

語
る
。

大
阪
は「
関
西
の
中
心
」で
は
あ
っ
て

も「
日
本
の
２
大
中
心
都
市
」で
は
な

く
な
る

森
教
授
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
、
大
阪
は
「
最
も
急
速
に
衰
退
・

地
盤
沈
下
し
て
い
く
大
都
市
」
と
し
て

予
測
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
日
本
の
経
済
を
牽
引
し
た

「
東
名
阪
（
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
）」

の
３
大
都
市
圏
で
あ
る
が
、
１
０
０
年

後
の
未
来
に
お
い
て
は
、
大
阪
は
「
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
う
」
リ
ス
ク
が
極
め

て
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
が
急
激
に
縮
小
・
衰
退
し
て
い

く
の
に
は
、
３
つ
の
理
由
が
あ
る
。

１
．東
京
に「
近
す
ぎ
る
」た
め
の
ス
ト

ロ
ー
効
果

森
教
授
は
、
大
阪
が
衰
退
す
る
最
大

の
原
因
と
し
て
「
東
京
に
近
づ
き
す
ぎ

た
こ
と
」
を
挙
げ
る
。
新
幹
線
や
リ
ニ

ア
に
よ
っ
て
東
京
と
の
移
動
時
間
が
短

縮
さ
れ
る
と
、
物
理
的
な
近
さ
が
仇
に

な
り
、
大
阪
の
独
自
性
が
失
わ
れ
、
企

業
の
本
社
機
能
や
優
秀
な
人
材
が
、
よ

市
へ
の
集
中
が
加
速
す
る
と
思
わ
れ
る
。

人
口
急
減
期
に
は
都
市
の
密
度
が
下
が

る「
平
坦
化
」が
起
き
る

従
来
は
、「
大
都
市
は
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
（
タ
ワ
マ
ン
）
の
建
設
な
ど
に

よ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
『
高
密
度
化
』
が

進
ん
で
い
く
」
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

に
対
し
、
森
教
授
は
「
人
口
急
減
期
の

大
都
市
の
内
部
で
は
、
特
定
の
地
域
に

人
が
集
ま
る
の
で
は
な
く
、
薄
く
広
く

人
が
広
が
る『
平
坦
化（
フ
ラ
ッ
ト
化
）』

が
起
き
る
」
と
い
う
逆
説
的
な
予
測
を

示
し
て
い
る
。

こ
の
「
都
市
の
平
坦
化
」
は
、

１
０
０
年
後
の
大
都
市
の
姿
を
大
き
く

変
え
る
要
因
と
な
る
。
な
ぜ
平
坦
化
が

進
む
の
か
、
そ
の
理
由
は
以
下
の
３
点

で
あ
る
。

１
．
人
口
減
少
に
よ
る「
過
密
の
デ
メ

リ
ッ
ト
」の
消
滅

現
在
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
で
は
、

人
び
と
は
地
価
が
高
く
て
も
狭
い
マ
ン

シ
ョ
ン
（
高
密
度
）
に
住
む
。
仕
事
や

利
便
性
が
街
の
中
心
部
に
集
中
し
て

い
る
た
め
、「
混
雑
や
満
員
電
車
」
と

い
っ
た
コ
ス
ト
を
支
払
っ
て
で
も
住
む

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
人
口

が
３
０
０
０
万
人
規
模
へ
と
激
減
す
る

と
、
満
員
電
車
や
大
渋
滞
が
な
く
な
り
、

大
都
市
の
「
過
密
」
そ
の
も
の
が
解
消

さ
れ
る
。
都
市
全
体
の
ス
ペ
ー
ス
に
余

裕
が
で
き
る
た
め
、
わ
ざ
わ
ざ
高
い
家

賃
を
払
っ
て
狭
い
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む

必
要
性
が
薄
れ
る
の
で
あ
る
。

２
．リ
モ
ー
ト
技
術
に
よ
る「
距
離
の
壁
」

の
崩
壊

森
教
授
は
、
高
度
な
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
、
自
動
運
転
と
い
っ
た
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
進
化
が
「
平
坦
化
」
を
決
定
づ

け
る
と
分
析
し
て
い
る
。
仕
事
や
買
い

物
の
多
く
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
毎
日
都
心
に
行
く
必

要
が
な
く
な
る
。
人
々
は
中
心
部
か
ら

離
れ
た
、
地
価
が
安
く
て
自
然
が
豊
か

で
広
い
場
所
に
分
散
し
て
住
む
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
が
、
都
市
内
部
の
人
口
密

度
が
ど
こ
も
同
じ
よ
う
に
薄
く
な
る「
平

坦
化
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。

３
．「
地
価
の
大
暴
落
」と
タ
ワ
マ
ン
の

危
機平

坦
化
に
よ
っ
て
、
１
０
０
年
後
の

地
価
は
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
で
現
在

の
６
割
ほ
ど
に
下
落
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
ブ
ー
ム
と
も
い
え
る

都
心
の
タ
ワ
マ
ン
は
、
平
坦
化
が
進
む

と「
人
口
密
度
を
高
く
維
持
す
る
意
味
」

を
失
う
。
さ
ら
に
、
建
物
の
老
朽
化
や

大
規
模
修
繕
・
解
体
の
コ
ス
ト
問
題
が

重
な
り
、
維
持
が
極
め
て
困
難
に
な
る

負
の
遺
産
と
な
る
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

森
教
授
の
予
測
す
る
「
平
坦
化
」
し

た
大
都
市
は
、超
過
密
か
ら
解
放
さ
れ
、

「
大
都
市
の
経
済
的
な
恩
恵
や
イ
ン
フ

ラ
を
受
け
つ
つ
も
、一
人
ひ
と
り
が
広
々

と
し
た
空
間
で
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
す
、

適
度
な
密
度
で
快
適
な
新
し
い
都
市
の

姿
」
と
も
言
え
る
。

仕
事
や
働
く
環
境
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

る
か１

０
０
年
後
に
人
口
を
維
持
で
き
る

大
都
市
は
、
東
京
な
ど
ご
く
一
部
に
限

ら
れ
て
く
る
。
人
口
減
少
に
伴
い
、
効

率
性
の
観
点
か
ら
「
都
市
の
ト
リ
ア
ー

ジ（
選
択
と
集
中
）」が
進
む
か
ら
で
あ
る
。

森
教
授
ら
の
研
究
や
予
測
に
基
づ
く

と
、
未
来
の
仕
事
や
働
く
環
境
は
、「
極

端
な
二
極
化
」
と
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

よ
る
物
理
的
限
界
の
克
服
」
が
起
き
る

と
さ
れ
る
。

多
く
の
経
済
活
動
が
、
数
少
な
い
大

都
市
に
集
中
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や

高
度
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
に
関
わ
る
仕
事
が
集
ま
る
。

ま
た
、都
市
の「
平
坦
化
」に
よ
っ
て
、

自
宅
に
い
な
が
ら
、
世
界
中
の
オ
フ
ィ

ス
の
仲
間
と
、
ま
る
で
同
じ
部
屋
に
い

る
か
の
よ
う
に
高
度
な
知
的
生
産
（
研

究
開
発
、
デ
ザ
イ
ン
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
な
ど
）
を
共
同
で
行
う
働
き
方
が

当
た
り
前
に
な
る
。
加
え
て
、
自
然
豊

か
な
地
方
に
住
み
、
暮
ら
し
な
が
ら
、

大
都
市
や
海
外
の
仕
事
を
リ
モ
ー
ト
で

行
う
こ
と
も
定
着
す
る
。

人
口
が
３
分
の
１
に
激
減
し
た
未
来

の
地
方
都
市
は
、「
人
が
住
む
場
所
」

で
は
な
く「
広
大
で
低
コ
ス
ト
の
生
産
・

イ
ン
フ
ラ
の
空
間
」
へ
と
役
割
を
変
え
、

都
会
と
地
方
が
明
確
に
分
業
す
る
社
会

と
な
る
。

幹
線
道
路
か
ら
外
れ
た
一
部
の
地
方

は
「
ス
マ
ー
ト
な
縮
小
」
を
遂
げ
、
広

大
な
土
地
を
活
か
し
た
収
益
性
の
高
い

超
大
規
模
一
次
産
業（
農
業・林
業
な
ど
）

の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
。

ま
た
、
メ
ガ
・
ソ
ー
ラ
ー
や
風
力
発

電
を
活
か
し
た
大
都
市
向
け
の
「
巨
大

な
発
電
・
蓄
電
プ
ラ
ン
ト
」
や
、
完
全

無
人
の
「
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
（
超
巨
大
な
物
流
拠
点
）」、
広

大
阪
と
名
古
屋
の

１
０
０
年
後
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り
市
場
の
大
き
い
「
東
京
」
へ
と
吸
い

寄
せ
ら
れ
る
ス
ト
ロ
ー
効
果
が
加
速
す

る
。
近
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
東
京
の
巨

大
な
経
済
圏
の
「
陰
」
に
完
全
に
飲
み

込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

２
．背
後（
近
畿
圏
）の
著
し
い
人
口
減

少
都
市
の
維
持
に
は
、
周
辺
地
域
（
背

後
圏
）
か
ら
継
続
的
に
人
が
流
入
し
て

く
る
必
要
が
あ
る
が
、
近
畿
圏
は
そ
の

土
台
が
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
。
大
阪
の
主

な
人
口
流
入
元
で
あ
る
四
国
や
、
近
畿

お
い
て
「
生
存
可
能
な
70
余
り
の
人
口

３
万
人
規
模
の
都
市
核
（
大
都
市
圏
や

各
県
の
主
要
中
核
都
市
の
み
）」
の
上

位
と
し
て
確
実
に
生
き
残
る
と
、
森
教

授
は
見
る
。

※
生
存
可
能
な
都
市
核
…
一
通
り
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
、医
療
、商
業
、自
律
的
な

地
域
経
済
を
ま
と
も
に
維
持
で
き
る
都

市
。こ
れ
を
下
回
る
と
、総
合
ス
ー
パ
ー
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、結
婚
式
場
、専
門

医
療（
一
部
の
診
療
科
）な
ど
の
存
在
確

率
が
50
％
を
切
り
、地
域
か
ら
消
滅
し

始
め
る
。

し
か
し
、
か
つ
て
の
よ
う
に
東
京
と

と
も
に
「
３
大
都
市
圏
」
と
し
て
横
並

び
で
生
き
残
る
わ
け
で
は
な
い
。
2
つ

の
都
市
圏
に
は
明
確
に
異
な
る
「
独
自

の
生
き
残
り
シ
ナ
リ
オ
」
と
「
課
題
」

が
あ
る
と
い
う
。

大
阪
圏
の
生
存
戦
略：「
グ
ロ
ー
バ
ル・

エ
ン
タ
メ・医
療
」の
多
極
型
経
済
核

東
京
に
次
ぐ
日
本
第
２
の
人
口
規
模

を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
東
京
に
は
な
い

独
自
の
文
化
的
・
経
済
的
集
積
を
武
器

に
生
き
残
る
。
大
阪
は
、
２
０
２
５
年

大
阪
・
関
西
万
博
、
そ
し
て
日
本
初
の

周
辺
（
和
歌
山
、
奈
良
、
三
重
な
ど
）

は
、
日
本
で
も
特
に
高
齢
化
と
人
口
減

少
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
い
地
域
が
あ
り
、

大
阪
単
体
で
若
者
を
集
め
て
規
模
を
維

持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

３
．都
市
の「
平
坦
化
」と
地
価
の
暴
落

森
教
授
の
共
同
研
究
デ
ー
タ
（
空
間

統
計
モ
デ
ル
）
に
よ
る
と
、
人
口
急
減

期
に
は
都
市
の
密
度
が
下
が
る
「
平

坦
化
」
が
起
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

１
０
０
年
後
の
予
測
で
は
、
大
都
市
の

中
で
も
特
に
大
阪
と
名
古
屋
で
都
心
の

地
価
が
約
63
％
も
下
落
す
る
と
い
う
試

算
が
出
て
い
る
。
地
価
の
大
幅
な
下
落

は
、
都
市
と
し
て
の
経
済
活
動
の
活
力

が
失
わ
れ
、
都
市
機
能
が
著
し
く
収
縮

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

１
０
０
年
後
の
大
阪
に
、
誰
も
住
ま

な
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
関
西
エ
リ

ア
の
中
で
は
一
番
大
き
な
拠
点
で
あ
り

続
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
つ
て
東

京
と
並
ぶ
日
本
の
二
大
極
だ
っ
た
時
代

の
よ
う
な
「
国
を
二
分
す
る
国
際
経
済

都
市
」
と
し
て
の
地
位
か
ら
は
、
完
全

に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
が

森
教
授
の
デ
ー
タ
分
析
の
結
果
で
あ
る
。

Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
）
の
開
業
計
画
な
ど
、
世
界
中
か
ら

ヒ
ト
と
カ
ネ
を
引
き
つ
け
る
国
際
的
な

エ
ン
タ
メ
・
観
光
都
市
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
て
い
る
。
東
京
が
「
ビ
ジ
ネ

ス
・
金
融
」
の
中
心
な
ら
、
大
阪
は
「
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
・
エ
ン
タ
メ
」
の
ハ

ブ
と
し
て
集
積
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
揮
す

る
。
ま
た
、
大
阪
市
中
之
島
を
始
め
と

す
る
エ
リ
ア
に
、
最
先
端
の
再
生
医
療

や
創
薬
研
究
を
行
う
機
関
・
企
業
が

超
高
密
度
で
集
積
（N
akanoshim

a 
Q

ross

）
し
て
い
る
の
も
強
み
の
1
つ

で
あ
る
。

名
古
屋
圏
の
生
存
戦
略：「
も
の
づ
く

り
・
リ
ニ
ア
」
の
超
効
率
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
核

名
古
屋
圏
は
、
ト
ヨ
タ
を
始
め
と
す

る
世
界
最
強
ク
ラ
ス
の
製
造
業
（
自
動

車
・
航
空
宇
宙
・
工
作
機
械
）
の
集
積

地
で
あ
り
、
産
業
の
強
固
さ
に
お
い
て

圧
倒
的
な
生
存
能
力
を
有
す
る
。
人
が

集
ま
る
だ
け
で
な
く
、「
工
場
や
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
部
品
供
給
網
）
が
物

理
的
に
高
密
度
で
集
積
し
て
い
る
」
こ

と
は
強
み
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
中
央
新

幹
線
の
開
業
後
は
、「
独
立
し
た
経
済

名
古
屋
は「
非
常
に
厳
し
い
地
盤
沈
下

に
直
面
」す
る

森
教
授
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
と
、
名
古
屋
は
大
阪
と
同
様
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
に
「
非
常
に
厳
し
い
地

盤
沈
下
に
直
面
す
る
大
都
市
圏
」
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

自
動
車
な
ど
「
も
の
づ
く
り
産
業
」

の
集
積
地
と
し
て
、
現
在
は
非
常
に
豊

か
な
名
古
屋
で
あ
る
が
、
１
０
０
年
後

の
未
来
に
お
い
て
は
、
都
市
の
縮
小
と

衰
退
を
免
れ
な
い
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
具
体
的
な
理
由
は
、
大
阪
と
同

じ
く
、「
東
京
に
最
も
近
い
た
め
、
最

大
の
ス
ト
ロ
ー
効
果
を
受
け
る
」「
背

後
圏
（
東
海
３
県
な
ど
）
の
規
模
が
小

さ
く
、
少
子
高
齢
化
に
耐
え
ら
れ
な
い
」

「
中
心
部
の
活
力
低
下
と
地
価
の
大
暴

落
」
で
あ
る
。

大
阪
や
名
古
屋
は
、東
京
一
極
集
中
に

対
し
て「
独
自
の
都
市
核
」と
し
て
生

き
残
る

大
阪
や
名
古
屋
は
、
東
京
へ
の
圧
倒

的
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
（
超
集
中
）
に

対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
東
京
と
は
異
な
る

「
独
自
の
生
存
戦
略
（
強
み
）」
を
尖
ら

せ
る
こ
と
で
、
１
０
０
年
後
の
日
本
に

圏
」
か
ら
東
京
へ
の
超
集
中
を
補
完
し

つ
つ
、
首
都
直
下
型
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
は
日
本
経
済
を
止
め
な
い
た
め
の

「
最
強
の
分
散
型
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点

（
災
害
に
強
い
街
）」
と
し
て
の
役
割
を

担
う
こ
と
に
な
る
。
自
動
車
産
業
が
隆

盛
を
極
め
て
い
る
間
に
、
航
空
・
宇
宙

産
業
へ
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
成
功
す
れ

ば
、
最
も
財
政
が
安
定
し
た
都
市
核
で

あ
り
続
け
る
。

以
上
か
ら
、
不
都
合
な
真
実
を
受
け

止
め
、
人
口
減
少
と
共
存
す
る
都
市
政

策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
森
教
授
は
提

起
し
て
い
る
。

（本文中資料は、森教授作成に基づく（一部、共同研究者と作成）。）

大都市のスマート縮小
▶東京を含めて、これ以上人口密度が高くなることはない。
▶低層化・低密度化を促す住宅政策が必要。
▶自動運転・物流自動化に親和性が高い街づくり。←�低密度化の下だか

らこそできる
▶防災レジリエントなゾーニング。	 ←低密度化の下だからこそできる

＊福岡を除く大阪以西の大都市は急務

名古屋の場合
▶自動運転・物流自動化と親和性が高い都市構造。
- 例外的に人口密度が低い。
- 幅広でシンプルな道路網。
→自動運転の普及を見据えた未来型の都市への転換が容易。
(トヨタの実験都市などとの連携)

森教授が提言している人口減少下の都市政策
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東伸運輸株式会社

代表取締役社長 片
かたぎり

桐 徹
とおる

 氏

事
業
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
社
は
安
城
市
に
本
社
を
置
き
、
貨

物
運
送
業
・
倉
庫
業
を
核
と
し
て
、
物

流
・
バ
ス
・
保
険
代
理
店
の
各
事
業
を

手
が
け
て
い
ま
す
。

物
流
事
業
に
お
い
て
は
３
Ｐ
Ｌ（3rd 

Party Logistics

＝
荷
主
の
物
流
業

務
を
包
括
的
に
受
託
し
運
営
す
る
）
事

業
者
と
し
て
、
荷
主
の
製
品
の
入
庫
か

ら
倉
庫
で
の
保
管
・
管
理
、
流
通
加

工
、
輸
配
送
ま
で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
輸
送
範
囲
に

つ
い
て
は
、
愛
知
県
を
中
心
に
岡
山
県

や
広
島
県
に
も
拠
点
が
あ
り
、
全
国
各

地
の
協
力
運
送
会
社
と
連
携
し
、
地
場

配
送
か
ら
長
距
離
輸
送
ま
で
幅
広
く
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
事
業
で
は
現
在
、
安
城
市
と
刈

谷
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
な
移
動
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
さ
る
び
あ
交
通
」

の
愛
称
で
送
迎
・
観
光
バ
ス
事
業
も
展

開
し
て
い
ま
す
。

代
は
、
出
資
会
員
の
代
表
と

し
て
、
会
員
の
総
意
を
当
金

庫
の
経
営
に
反
映
す
る
重
要
な
役
割

を
担
う
。
任
期
は
3
年
で
、当
金
庫
の

総
代
数
は
2
0
3
名（
2
0
2
6
年
6

月
末
現
在
）。

　
本
シ
リ
ー
ズ
は
、2
0
2
5
年
に

総
代
に
選
出
さ
れ
た
方
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

総経 歴
1964年	 神奈川県出身
1986年	 信州大学農学部卒業
	 日本水産株式会社 入社
1995年	 東伸運輸株式会社 取締役に就任
1996年	 日本水産株式会社 退社
2022年	 東伸運輸株式会社 代表取締役に就任

総
合
物
流
サ
ー
ビ
ス
を

軸
に
事
業
を
展
開

保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
手
保
険

会
社
の
代
理
店
と
し
て
自
動
車
保
険
や

貨
物
輸
送
に
と
も
な
う
保
険
な
ど
、
各

種
損
害
保
険
商
品
を
提
案
・
提
供
を
し

て
い
ま
す
。

い
つ
創
業
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

1
9
6
5
年
に
片
桐
弘
（
現
・
代
表

取
締
役
会
長
）
が
、
貨
物
運
送
事
業
を

始
め
る
た
め
に
創
業
し
ま
し
た
。
そ
の

後
に
保
険
代
理
店
業
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
1
9
9
3
年
に
は
安
城
市
内
に

物
流
倉
庫
を
建
設
し
、
倉
庫
業
も
始
め

ま
し
た
。

こ
の
倉
庫
が
で
き
た
こ
と
で
、
輸
配

送
の
規
模
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
当
時
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
関
連

の
自
動
車
部
品
の
流
通
の
伸
び
が
大
き

く
、
倉
庫
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
多
く
の

部
品
を
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

入
出
庫
の
管
理
の
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
情
報
処
理
能

力
の
向
上
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
動
車
部
品
大
手
の
N
O
K
株
式
会

社
と
は
古
く
か
ら
取
引
を
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

創
業
初
期
の
頃
か
ら
で
す
。

3PLサービスにおける
入庫から納品までの流れ
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2
0
0
5
年
に
は
豊
田
営
業
所
を
建
設

し
、
N
O
K
社
専
用
の
物
流
基
地
と

し
て
稼
働
し
て
い
ま
す
。
こ
の
倉
庫

内
で
は
油
漏
れ
を
防
ぐ
パ
ッ
キ
ン
で

あ
る
オ
イ
ル
シ
ー
ル
な
ど
、
お
よ
そ

１
万
６
千
種
類
の
部
品
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

そ
ん
な
に
多
く
の
部
品
を
御
社
が
保
管

か
ら
入
出
庫
ま
で
行
う
の
で
す
か
。

当
社
は
、
Ｐ
Ｐ
M
（Parts Per 

M
illion

＝
１
０
0
万
個
の
出
荷
に
対

し
て
何
件
の
誤
出
荷
・
ク
レ
ー
ム
が
発

生
し
た
か
を
示
す
指
標
）
単
位
で
出
荷

精
度
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
ミ
ス
を
防

ぐ
た
め
、出
荷
の
際
に
は
デ
ジ
タ
ル
ピ
ッ

キ
ン
グ
な
ど
の
確
認
作
業
を
徹
底
し
て

行
い
、
照
合
が
す
べ
て
合
致
し
て
初
め

て
出
庫
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

倉
庫
内
作
業
の
機
械
化
を
推
進
す
る
予

定
は
あ
り
ま
す
か
。

自
動
化
や
ロ
ボ
ッ
ト
化
な
ど
は
や
れ

ば
で
き
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
コ

ス
ト
の
面
を
考
え
て
も
、
人
の
手
を

使
っ
て
や
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
の
が

正
直
な
考
え
で
す
。
当
社
の
よ
う
に
さ

ま
ざ
ま
な
工
場
か
ら
物
の
大
き
さ
も
形

状
も
違
う
部
品
が
送
ら
れ
て
き
て
、
そ

れ
ら
を
正
確
に
分
け
て
出
庫
す
る
こ
と

は
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
ま
だ
難
し
い
の
が
現

状
で
す
。

御
社
は
人
材
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

倉
庫
内
に
「
訓
練
道
場
」
と
い
う
名

前
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
所
を
設
置
し
て
、

入
出
庫
作
業
や
異
常
検
知
教
育
、
手
順

書
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ

そ
の
作
業
が
必
要
な
の
か
を
丁
寧
に
説

明
し
、
体
感
し
な
が
ら
覚
え
て
も
ら
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
作
業
チ
ェ
ッ
ク

や
入
社
半
年
ご
と
の
作
業
手
順
の
再
確

認
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
作
業
品
質
の

維
持
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

物
流
不
動
産
サ
ー
ビ
ス
も
手
掛
け
て
い

る
そ
う
で
す
ね
。

当
社
で
は
、
何
坪
か
を
一
定
期
間
貸

す
一
般
的
な
倉
庫
業
と
違
い
、
倉
庫
の

一
棟
貸
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
荷
主
に
合
っ
た
場
所
で
、
合
っ
た
形

状
の
倉
庫
を
開
発
し
ま
す
。こ
れ
を「
ビ

ル
ド
・
ト
ゥ
・
ス
ー
ツ
（
B
T
S
）」

と
い
い
ま
す
。
こ
の
B
T
S
に
加
え

て
、
そ
の
倉
庫
か
ら
発
着
す
る
輸
送
の

仕
事
、
倉
庫
内
で
の
作
業
も
請
け
負
う

形
を
と
る
こ
と
で
、
倉
庫
と
ト
ラ
ッ
ク
、

倉
庫
作
業
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
回
り

続
け
ま
す
。
こ
の
合
理
的
な
仕
組
み
で

収
益
性
を
高
め
た
こ
と
で
、
次
の
不
動

産
に
投
資
が
で
き
る
と
い
う
好
循
環
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、全
国
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
、
事
前

に
荷
主
か
ら
配
車
に
つ
い
て
の
情
報
を

い
た
だ
い
て
他
の
運
送
会
社
を
こ
ち
ら

で
手
配
し
た
り
、
荷
主
の
配
車
業
務
を

当
社
が
一
括
で
請
け
負
っ
た
り
し
ま
す
。

当
社
の
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

協
力
運
送
会
社
の
存
在
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
現
在
で
は
全
国
に
40
社
ほ
ど
あ
り
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て
案
件

の
半
分
以
上
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ッ
ク
に
関
連
し
た
売
り
上
げ
の
７
割

ほ
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

委
託
す
る
の
は
、
主
に
定
期
便
で
す
。

自
社
で
や
っ
た
方
が
利
益
が
出
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、

急
に
仕
事
が
な
く
な
っ
た
時
、
自
社
だ

け
で
や
っ
て
い
る
と
良
い
時
と
悪
い
時

の
変
動
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
合
理
的
に
考
え
て
、
短
期
的
に

は
利
益
を
吐
き
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
は
事
実
で
す
が
、
長
い
目
で
見
る
と

ロ
ス
を
安
定
し
て
減
ら
し
て
い
け
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
か
ら
、

現
在
は
自
社
で
や
る
割
合
を
３
～
４
割

ほ
ど
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
事
業
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

か
つ
て
ア
イ
シ
ン
Ａ
W
の
社
員
送
迎

バ
ス
の
運
行
を
委
託
さ
れ
て
い
た
頃

は
、
仕
事
の
７
割
ほ
ど
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
ア
イ
シ
ン
Ａ
W
と

ア
イ
シ
ン
精
機
が
統
合
し
て
か
ら
は
仕

事
が
激
減
し
ま
し
た
。
た
だ
、
当
時
築

い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
の
で
そ
れ

を
活
用
し
、
安
い
価
格
で
稼
働
し
て
、

お
客
さ
ん
が
バ
ス
を
使
う
機
会
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

バ
ス
事
業
の
課
題
は
、
行
楽
シ
ー
ズ

ン
で
あ
る
春
と
秋
以
外
の
季
節
を
ど
う

や
っ
て
乗
り
切
る
か
で
す
。
そ
こ
で
、

先
ほ
ど
挙
げ
た
施
策
を
旅
行
代
理
店
や

空
港
送
迎
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
他
に

も
地
元
の
学
校
や
商
工
会
議
所
な
ど
に

売
り
込
ん
で
み
る
つ
も
り
で
す
。
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
勉
強
し
て
、
一
定
の
宣

伝
を
行
え
ば
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
公
共
交
通
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
仕
組
み
を
使
い
な

が
ら
、
よ
り
効
率
的
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
化

を
進
め
て
い
く
と
い
う
の
が
大
き
な
流

れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
社
と
し
て

は
、
今
の
委
託
先
と
ど
う
生
き
残
っ
て

い
く
か
を
考
え
て
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を

使
っ
た
よ
り
合
理
的
な
配
車
の
仕
組
み

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豊田営業所豊田営業所

東伸運輸グループ拠点事業所・保有倉庫

▼事業所および倉庫
・東伸運輸本社配送センター（倉庫面積 1,360㎡）
・東伸運輸第３センター（倉庫面積 2,370㎡）
・東栄倉庫（倉庫面積 2,605㎡）
・東栄第２倉庫（倉庫面積 864.36㎡）
・東栄第３倉庫（倉庫面積 2,343.44㎡）
・古井倉庫（倉庫面積 1,434.31㎡）
・尾崎倉庫（倉庫面積 360㎡）※事業所なし
・豊田営業所（倉庫面積 24,214㎡）
・西尾営業所（倉庫面積 4,624㎡）
・安城南営業所（倉庫面積 1,867㎡）
・高梁営業所（岡山県＝倉庫面積 6,862㎡）
・広島営業所　※保有倉庫なし

▼グループ企業
・安城倉庫運輸株式会社（倉庫面積 4,184㎡）
・東伸愛西物流株式会社（倉庫面積 18,108㎡）

※倉庫面積はすべて延床面積
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今
の
ト
ラ
ッ
ク
業
界
は
人
手
不
足
や
残

業
規
制
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。御
社
は
ど
ん
な
対
応
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ド
ラ
イ
バ
ー
を
ど
う
確
保
す
る
か
に

つ
い
て
は
、
単
純
に
賃
上
げ
し
か
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
４
年
ほ

ど
前
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
作
っ
た
資

料
を
使
っ
て
、
2
0
1
5
～
30
年
ま
で

の
15
年
間
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
３
割
減
る

と
試
算
さ
れ
て
い
る
の
で
人
材
確
保
の

た
め
に
賃
上
げ
を
し
た
い
、
と
荷
主
に

説
明
を
し
て
運
賃
の
値
上
げ
を
段
階
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
他
社
の

中
に
は
荷
主
の
顔
色
を
窺
っ
て
値
上
げ

を
主
張
す
る
会
社
が
な
く
、
当
社
が
や

ら
な
け
れ
ば
ど
こ
も
や
ら
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
私
と
し
て
は
、
値
上
げ
が
通

ら
な
け
れ
ば
赤
字
の
運
送
を
す
べ
て
や

め
る
つ
も
り
で
し
た
。
当
社
の
ト
ラ
ッ

ク
と
ド
ラ
イ
バ
ー
の
他
社
へ
の
転
籍
も

認
め
る
ほ
ど
の
覚
悟
で
交
渉
に
臨
み
、

ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
は
、
委
託
先
の
運
送
会

社
に
も
、
当
社
が
支
払
う
運
賃
を
上
げ

る
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
給
料
を
上
げ
て

く
だ
さ
い
と
伝
え
て
い
ま
す
。
人
材
は

給
料
が
高
い
と
こ
ろ
に
集
ま
り
ま
す
か

ら
、
人
材
確
保
を
す
る
上
で
賃
上
げ
は

避
け
て
は
通
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用

も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ト
ヨ
タ
自

動
車
関
連
の
部
品
納
品
に
つ
い
て
は
、

日
本
人
で
も
難
し
い
業
務
な
の
で
、
外

国
人
に
任
せ
る
の
は
非
常
に
厳
し
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想

で
す
。
品
番
を
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
っ
て
間
違
い
の

な
い
よ
う
順
番
に
納
め
て
い
く
。
目
視

の
確
認
も
必
要
で
す
。
ト
ヨ
タ
の「
ジ
ャ

ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
」
に
対
応
す
る

に
は
職
人
的
な
技
術
が
必
要
で
、
外
国

人
に
は
難
し
い
と
考
え
る
と
、
外
国
人

採
用
に
つ
い
て
は
、
輸
送
の
み
を
任
せ

る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
が
３
割
減
る
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
合
理
的
に
や
っ
て
い
け
る
よ

う
に
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
め
て
い
ま
す
。

配
車
を
合
理
的
に
組
め
る
シ
ス
テ
ム
を

自
社
で
開
発
し
、
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
荷
主
に
定
額
料
金
で
使
っ
て
も
ら
う

取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ソ
フ
ト
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
な

の
で
し
ょ
う
か
。

荷
主
が
荷
物
の
量
と
行
き
先
を
画
面

上
で
入
力
す
る
と
、
目
的
地
ま
で
の
最

短
ル
ー
ト
や
乗
り
継
ぎ
案
内
が
提
示
さ

れ
ま
す
。
帰
り
の
便
の
情
報
も
出
て
く

る
の
で
、
そ
れ
を
基
に
最
も
良
い
方
法

で
荷
物
を
運
ん
で
く
れ
と
運
送
会
社
に

指
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ソ
フ
ト
は
今
年
に
入
っ
て
か
ら

完
成
し
ま
し
た
。
取
引
先
各
社
に
プ
レ

ゼ
ン
し
た
と
こ
ろ
、「
こ
れ
は
良
い
」

と
多
く
の
会
社
で
導
入
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
利
用
に
は
ソ
フ
ト
を
無
料

で
パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
き
、
月
額
料
金
を
支
払
っ
て
い
た

だ
く
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
形
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
は
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
た
の
で
す
か
。

ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
人
材
を
採

用
し
て
、
生
成
Ａ
I
を
活
用
し
な
が
ら

開
発
を
進
め
ま
し
た
。
元
々
、
パ
ソ
コ

ン
好
き
の
社
員
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

言
語
を
勉
強
し
て
頑
張
り
ま
す
と
言
っ

て
い
た
矢
先
に
生
成
Ａ
I
が
登
場
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

基
本
を
知
っ
て
い
る
人
材
を
採
用
し
て

ソ
フ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は

社
内
で
月
に
１
、２
回
、
生
成
Ａ
I
の

活
用
法
を
教
え
る
講
師
を
呼
ん
で
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
員
に

は
、
生
成
Ａ
I
を
使
う
と
き
に
は
機
能

が
揃
っ
た
有
料
版
を
使
う
よ
う
に
と
指

示
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
っ
て
、
人
や
物

の
動
き
が
よ
り
合
理
的
に
な
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
う
考

え
る
と
、
単
に
技
術
が
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
現
場
を
持
っ
て
い
な
い
企
業
は

脆
弱
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
Ａ
I
が
出
て
き
て
、
も
う
あ
な
た

の
会
社
は
い
ら
な
い
で
す
よ
と
消
え
て

し
ま
う
業
者
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
当
社
が
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
は
、
現
場
を
手
放
さ
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
我
々
が
持
っ
て
い
る
ノ

ウ
ハ
ウ
は
、
物
を
リ
ア
ル
に
動
か
す
と

い
う
フ
ィ
ジ
カ
ル
な
部
分
。
そ
こ
を
効

率
化
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆

使
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
結
局
は
「
人
」
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
人
材
確
保
が
命
綱
で
あ
り
、

こ
れ
が
で
き
な
い
と
生
き
残
っ
て
い
け

な
い
と
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

今
後
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
３
割
減
る
中

で
今
の
委
託
先
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い

ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
へ
賃
上
げ

実
施
。
社
内
で
は
生
成
A
I

を
駆
使

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
の

命
綱
は「
人
材
」

き
、
残
る
の
は
大
手
の
３
Ｐ
L
の
企
業

ば
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
物
流
業
界
の
再
編
が
行
わ

れ
、
国
土
交
通
省
が
示
し
た
指
針
に

沿
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
く
。
そ
こ
で
淘

汰
さ
れ
な
い
た
め
に
も
人
材
を
強
化
し

て
、
業
務
の
シ
ス
テ
ム
化
も
併
せ
て
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
総
代
と
し
て
当
金
庫
に
期
待
す
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

現
在
は
金
利
が
あ
る
世
界
に
変
わ
り

ま
し
た
が
、
そ
ん
な
時
代
の
経
営
で
は
、

ど
の
よ
う
に
攻
め
た
ら
い
い
の
か
。
金

利
が
な
い
時
代
の
攻
め
方
と
ど
う
違
う

の
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
だ
け
建
築
コ
ス
ト
が
高

騰
し
て
く
る
と
、
倉
庫
建
設
の
た
め
に

お
金
を
借
り
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、

今
ま
で
と
違
う
考
え
方
で
調
達
方
法
を

考
え
な
い
と
設
備
投
資
を
続
け
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
時

の
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
助
言
も

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
時
代
の

変
化
に
対
応
し
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

経済月報 2026.8　　1415　　経済月報 2026.8

新総代に聞く新総代に聞く

会社概要
商　号　東伸運輸株式会社
　　　　（安城支店取引先）
所在地　安城市尾崎町堤下11-1
設　立　1965年4月
資本金　6,000万円
従業員　416名
　　　　（2025年4月現在、グループ全体）
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Wonderful WOMENWonderful WOMEN

Wonder fu l

か が や く ヒ ト

O
M

EN

伝
統
を
受
け
継
ぎ
、新
た
な
感
性
で

鬼
瓦
と
向
き
合
う
女
性
鬼お

に
師し

1993年生まれ、高浜市出身。株式会社伊達屋 手作り部門「YUHIRO」責任者
幼い頃からクラシックバレエに打ち込み、高校卒業後は地元のアイドルグループで活動する
傍ら家業の瓦・鬼瓦製造に携わる。20歳の時、鬼師の道を志すことを決意し、先輩鬼師に師事
して修行に励む。23歳で愛知県の鬼瓦技能製作評価試験中級に最年少合格を果たし、女性鬼
師となる。鬼瓦のほか、表札やキーホルダーなど、手作りの作品制作に取り組んでいる。

伊達 由尋 氏 Yuhiro Date

女性鬼師

ご
出
身
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

母
の
実
家
が
高
浜
市
な
の
で
三
河
で

生
ま
れ
、
父
の
実
家
が
あ
る
大
阪
で
7

歳
ま
で
育
ち
ま
し
た
。

父
は
も
と
も
と
印
刷
会
社
の
営
業
マ

ン
で
、
瓦
の
仕
事
と
は
無
縁
で
し
た
。

母
の
実
家
が
高
浜
市
で
瓦
屋
を
営
ん
で

い
た
の
で
す
が
、「
仕
事
を
手
伝
っ
て

ほ
し
い
」
と
両
親
に
話
が
あ
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
私
が
小
学
2
年
生
の
時

に
家
族
そ
ろ
っ
て
高
浜
へ
移
り
ま
し

た
。
そ
れ
以
来
、
こ
ち
ら
で
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

子
ど
も
の
頃
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ

て
い
ま
し
た
か
。

4
歳
か
ら
バ
レ
エ
を
習
っ
て
い
ま
し

た
。
大
阪
で
は
週
に
1
回
レ
ッ
ス
ン
に

通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
来
て

か
ら
は
週
5
回
通
う
ほ
ど
ほ
ぼ
毎
日
バ

レ
エ
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
中
学
校

三
州
瓦
の
産
地
の
一
つ・高
浜
市
で
、鬼
師
と
し
て
活
動
す
る
伊
達
由
尋
さ
ん
。10
代
の
頃
か

ら
瓦
の
世
界
へ
進
み
、日
々
粘
土
と
向
き
合
っ
て
い
る
。伝
統
技
術
の
継
承
、鬼
瓦
づ
く
り
の

難
し
さ
、現
代
に
お
け
る
瓦
の
価
値
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

屋
根
を
守
り
、

願
い
を
込
め
る
装
飾
瓦

で
は
部
活
動
が
必
須
だ
っ
た
の
で
美
術

部
に
入
り
ま
し
た
が
、
バ
レ
エ
の
練
習

が
忙
し
く
、
あ
ま
り
顔
は
出
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。

バ
レ
エ
を
踊
る
こ
と
は
楽
し
か
っ
た

の
で
す
が
、
プ
ロ
を
目
指
す
為
に
競
い

合
う
厳
し
い
世
界
は
自
分
に
は
辛
く
感

じ
て
い
ま
し
た
。
今
の
仕
事
は
、
誰
か

と
競
う
と
い
う
よ
り
、
自
分
と
向
き
合

い
な
が
ら
作
る
仕
事
な
の
で
、
自
分
に

合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

18
〜
20
歳
頃
に
は
、
碧
海
5
都
市
の

地
元
密
着
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
に
所
属

し
て
、
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
る
活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。

歌
や
踊
り
で
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
経

験
は
、
も
の
づ
く
り
と
は
違
う
形
で
地

域
と
関
わ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

鬼
瓦
と
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

屋
根
の
大お
お
む
ね棟
の
端
に
つ
く
、
厄
除
け

や
縁
起
物
の
意
味
を
持
っ
た
瓦
で
す
。

鬼
の
顔
が
付
い
た
も
の
だ
け
が
鬼
瓦
だ

本人HP

鬼瓦
棟の端部分に使う瓦。
形や大きさも種類が
多い。

巴瓦
丸瓦の先端や鬼瓦の
下に使う。
種類が多い。

冠瓦
棟の最上段に使う瓦。
いろいろな形のもの
がある。 のし瓦

棟に積む瓦。
または水切り用として
も使う。

桟瓦
平面で使われる瓦で、
最も多く使われる。

軒瓦
桟瓦筋の軒先に使う瓦。
形や模様の種類が多い。

掛瓦
破風に使い、軒瓦と
似ているが違う。
右と左がある。

袖瓦
破風に使う瓦。
右袖瓦と左袖瓦とでは
形が違う。

角瓦
袖瓦筋の軒先の両端に使う。
種類が多い。右と左がある。
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と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
に
は
地

域
や
家
の
願
い
に
合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま

な
意
匠
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
台
風
が
多
い
地
域
で
は
被

害
を
受
け
な
い
よ
う
に
「
雲
」
を
、
水

害
や
火
災
を
避
け
た
い
場
所
で
は
「
水
」

に
ま
つ
わ
る
文
様
を
入
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、「
桃
」
な
ら
長
寿
、「
植

物
」
な
ら
繁
栄
と
い
っ
た
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

鬼
瓦
の
仕
事
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
。

私
が
小
学
5
年
生
の
時
、
両
親
は
母

の
実
家
か
ら
独
立
し
て
2
人
で
鬼
瓦
を

作
る
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
頃
か

ら
瓦
作
り
を
身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
中
学
校
の
職
業
体
験
で
、
家
の
仕

事
を
手
伝
い
た
い
と
思
っ
て
親
の
仕
事

場
へ
行
っ
た
の
が
直
接
の
き
っ
か
け
で

す
。そ

こ
で
仕
事
の
流
れ
を
知
り
、
そ
の

後
も
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高

校
卒
業
後
は
、
そ
の
ま
ま
家
業
を
手
伝

う
道
を
選
び
ま
し
た
。

職
業
体
験
を
き
っか
け
に
、

家
業
に
携
わ
る

ご
自
身
の
得
意
分
野
は
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
す
か
。

私
は
、
粘
土
を
削
っ
て
形
を
出
し
て

い
く
彫
り
の
仕
事
が
得
意
で
す
。
文
字

を
彫
る
仕
事
も
多
く
、
表
札
な
ど
で
は

指
定
さ
れ
た
文
字
や
形
、
大
き
さ
に
合

わ
せ
て
彫
っ
て
い
き
ま
す
。
母
は
粘
土

を
足
し
て
立
体
的
に
造
形
す
る
こ
と
が

得
意
な
の
で
、
同
じ
瓦
づ
く
り
で
も
得

意
な
方
向
が
違
い
ま
す
。
私
の
場
合
は
、

一
つ
の
作
業
に
集
中
し
て
何
日
も
続
け

る
こ
と
が
苦
で
は
な
い
の
で
、
細
か
な

彫
り
の
仕
事
に
向
い
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

機
械
に
勝
て
る
も
の
を

作
り
た
い

鬼
師
と
し
て
活
動
す
る
に
は
、何
か
資

格
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

特
に
明
確
な
決
ま
り
は
無
く
、
鬼
瓦

の
製
作
を
行
っ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
名

乗
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

一
方
、
愛
知
県
に
は
技
能
評
価
認
定

制
度
が
あ
り
、
そ
の
中
に
鬼
瓦
の
技
能

製
作
に
関
す
る
試
験
が
あ
り
ま
す
。
合

格
す
る
と
県
知
事
に
よ
る
公
的
な
認
定

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

愛
知
県
は
全
国
シ
ェ
ア
70
％
超
を
占

め
る
ほ
ど
の
瓦
の
一
大
産
地
で
、
鬼
瓦

に
携
わ
る
人
が
多
い
で
す
。
な
の
で
、

鬼
師
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
る
人
も
多

い
の
で
す
が
、
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

で
鬼
師
と
し
て
の
技
術
力
の
証
明
に
も

な
り
ま
す
。
私
は
23
歳
の
時
に
中
級
に

合
格
し
ま
し
た
。

鬼
師
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

い
つ
頃
で
し
ょ
う
か
。

二
十
歳
頃
で
す
。
親
の
会
社
で
機
械

で
鬼
瓦
を
作
り
始
め
た
当
初
は
、
外
に

出
て
何
か
を
す
る
機
会
は
あ
ま
り
無

か
っ
た
の
で
す
が
、
小
学
校
で
体
験
講

師
を
し
た
り
、
他
の
会
社
の
方
と
接
し

た
り
す
る
機
会
が
徐
々
に
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
た
ま
た
ま
展
示

会
の
手
伝
い
に
行
っ
た
際
に
、
私
の
高

祖
父
で
あ
る
浅
井
長ち
ょ
う
の
す
け

之
助
の
作
品
を
目

に
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

鶴
を
あ
し
ら
っ
た
鬼
瓦
だ
っ
た
の
で

す
が
、雲
の
曲
線
や
鶴
の
首
の
立
体
感
、

瓦
の
角
の
出
し
方
な
ど
、
ど
こ
に
ヘ
ラ

を
当
て
て
仕
上
げ
た
の
か
分
か
ら
な
い

ほ
ど
自
然
で
、
再
現
す
る
の
は
と
て
も

難
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
鬼
瓦
は

本
来
、
屋
根
の
下
か
ら
見
上
げ
る
も
の

で
す
が
、
こ
の
鶴
の
鬼
瓦
は
首
の
裏
側

ま
で
存
在
し
て
い
る
。
見
え
な
い
部
分

ま
で
作
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ご 鶴文鬼瓦� （浅井長之助 作）

� （高浜市やきものの里かわら美術館・図書館所蔵）

い
で
す
。
そ
ん
な
機
械
で
作
っ
た
よ
う

な
精
密
な
作
品
を
、
人
の
手
で
作
れ
る

こ
と
に
感
動
し
、
そ
れ
を
見
て
自
分
も

機
械
に
勝
て
る
よ
う
な
も
の
を
作
り
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
そ
の
作
品
は
「
高
浜
市

や
き
も
の
の
里　
か
わ
ら
美
術
館
」
に

今
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
瓦
作
り
は
ど
の
よ
う
に
学
ば
れ
ま
し

た
か
。

親
戚
の
鬼
師
の
も
と
で
、
鬼
瓦
づ
く

り
の
基
礎
を
学
び
ま
し
た
。
最
初
は
表

札
の
文
字
を
彫
る
仕
事
の
仕
上
げ
な
ど

か
ら
入
り
、
鬼
瓦
を
作
る
手
伝
い
を
し

な
が
ら
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

経
の
巻
と
い
う
寺
院
な
ど
の
格
式
の
高

い
建
物
に
使
わ
れ
る
鬼
瓦
を
作
る
現
場

で
も
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
最
初

は
仕
上
げ
か
ら
始
ま
り
、
型
を
起
こ
し
、

パ
ー
ツ
を
く
っ
つ
け
て
一
つ
の
形
に
す

る
と
こ
ろ
ま
で
経
験
し
ま
し
た
。

昔
は
、
鬼
瓦
づ
く
り
の
技
術
は
そ
の

家
ご
と
に
門
外
不
出
と
考
え
ら
れ
て
き

た
と
聞
き
ま
す
。
今
は
鬼
師
の
数
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ

い
ろ
な
方
が
「
困
っ
た
ら
相
談
に
来
な

さ
い
」
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

技
術
を
一
人
で
も
多
く
残
そ
う
と
い
う

思
い
で
教
え
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

ライオン像� （浅井長之助 作）
� （高浜市やきものの里かわら美術館・図書館所蔵）

歌舞伎座の鬼瓦（由尋さんが修行で師事した親戚の
鬼師が制作）

衣浦観音� （浅井長之助 作）

浅井長之助（1892～196 4）
愛知県高浜市で活躍した鬼師であり、三州瓦文

化の発展に貢献した。由尋さんの母方の高祖父。
高浜市・観音寺にある「衣浦観音」を制作した

ことでも知られる。この観音像は、昭和34年に完成
した高さ約8メートルの陶製観音像であり、日本最
大級の規模を誇る。また、動物をモチーフにした作
品を多く制作しており、「高浜市やきものの里かわら
美術館・図書館」にはライオン像が所蔵されている。
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鬼
瓦
を
作
る
う
え
で
、難
し
い
と
こ
ろ

は
ど
こ
で
す
か
。

ま
ず
左
右
対
称
に
作
る
こ
と
で
す
。

手
に
は
癖
が
あ
る
の
で
、
同
じ
よ
う
に

彫
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も
歪
み
が
出
ま

す
。
私
は
元
々
左
利
き
で
右
利
き
に
直

し
た
の
で
両
方
の
手
を
あ
る
程
度
使
え

ま
す
が
、
右
利
き
の
職
人
さ
ん
は
逆
側

を
彫
る
と
き
に
持
ち
方
を
変
え
た
り
し

な
が
ら
整
え
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
プ
ロ

の
方
が
作
る
と
違
和
感
が
な
く
、
機
械

で
作
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
こ

が
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
パ
ー
ツ
の
つ
な
ぎ
目

で
す
。
大
き
な
も
の
は
一
枚
の
粘
土
だ

け
で
は
作
れ
な
い
の
で
、
板
状
の
粘
土

を
つ
な
げ
ま
す
。
そ
の
と
き
、
柔
ら
か

い
粘
土
を
接
着
剤
の
よ
う
に
使
う
の
で

す
が
、
乾
燥
さ
せ
る
際
に
粘
土
の
水
分

量
の
違
い
に
よ
っ
て
引
っ
張
ら
れ
た
り
、

色
が
変
わ
っ
た
り
凹
凸
が
出
た
り
し
ま

す
。
乾
き
方
を
毎
日
見
な
が
ら
、
削
る

の
か
、
押
さ
え
る
の
か
を
判
断
し
て
、

つ
な
げ
た
こ
と
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

仕
上
げ
て
い
ま
す
。

鬼
瓦
の
製
作
期
間
は
ど
の
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。

製
作
そ
の
も
の
は
1
週
間
以
内
で
進

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
後
の

乾
燥
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
表
札
の

よ
う
な
も
の
で
も
、
完
成
ま
で
1
か
月

か
ら
1
か
月
半
ほ
ど
見
て
い
た
だ
き
ま

す
。
雨
が
続
く
時
期
は
乾
き
に
く
く
、

真
夏
は
逆
に
乾
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
新
聞
紙
や
布
、

毛
布
な
ど
を
使
い
な
が
ら
、
湿
度
を
調

整
し
て
ゆ
っ
く
り
乾
か
し
ま
す
。
私
に

と
っ
て
、
毎
日
の
仕
事
の
体
験
が
実
験

で
あ
り
勉
強
で
す
。

普
段
は
ど
の
よ
う
な
も
の
を
制
作
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

定
番
品
で
は
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
マ

グ
ネ
ッ
ト
、
干
支
の
置
物
、
箸
置
き
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
素
焼
き
の
も
の
に
ア

ク
リ
ル
絵
の
具
で
色
を
付
け
て
も
ら
う

品
も
あ
り
ま
す
。

受
注
生
産
で
多
い
の
は
表
札
で
す
。

お
客
さ
ま
の
要
望
に
応
じ
て
文
字
だ
け

で
な
く
、
家
紋
や
花
、
ロ
ゴ
、
和
柄
な

ど
を
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。イ
メ
ー

ジ
を
伺
い
な
が
ら
、
ど
こ
ま
で
彫
り
で

再
現
す
る
か
を
考
え
て
作
り
ま
す
。

製
品
づ
く
り
以
外
で
は
、
中
学
校
で

の
粘
土
彫
り
体
験
や
小
学
校
で
灯
籠
制

作
の
体
験
講
師
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
あ
る
小
学
校
の
卒
業
制
作
と
し
て
、

筒
状
の
粘
土
に
穴
を
開
け
た
り
、
ク
ッ

キ
ー
型
で
抜
い
た
模
様
を
貼
り
付
け
た

り
し
て
、
瓦
の
素
材
に
触
れ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
柔
ら
か
い
粘
土
は
穴
を
近
づ

け
す
ぎ
る
と
ヒ
ビ
が
入
っ
て
し
ま
う
の

で
、
慎
重
に
作
業
し
て
も
ら
い
ま
す
。

こ
う
し
た
体
験
を
通
じ
て
、
瓦
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鬼
師
の
後
継
者
不
足
に
つ
い
て
、ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

増
え
て
ほ
し
い
と
は
思
い
ま
す
。
た

だ
、
自
分
が
別
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
こ

の
世
界
に
入
ろ
う
と
思
え
る
か
と
い
う

と
、
な
か
な
か
難
し
い
と
も
感
じ
ま
す
。

若
い
世
代
が
何
に
興
味
を
持
つ
の
か
、

ど
う
す
れ
ば
長
く
関
心
を
持
ち
続
け
て

も
ら
え
る
の
か
を
考
え
な
け
れ
ば
、

こ
の
ま
ま
衰
退
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま

す
。
S
N
S
で
一
時
的
に
注
目
を
集

め
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
続
け
て
も
ら

う
に
は
別
の
工
夫
が
必
要
で
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
、
瓦
で
あ
る
意

味
を
ど
う
伝
え
る
か
で
す
。
粘
土
を

使
っ
た
も
の
な
ら
他
の
陶
器
で
も
作
れ

ま
す
し
、
瓦
以
外
の
粘
土
の
方
が
粘
り

が
あ
っ
て
細
か
な
造
形
に
向
い
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
瓦
の
粘
土
は
粘
り

が
少
な
い
分
、
厚
み
が
必
要
で
重
く
な

り
や
す
い
。
一
方
で
、
屋
根
材
と
し
て

の
強
さ
が
あ
り
ま
す
。
銀
色
の
瓦
ら
し

さ
や
、
屋
根
材
と
し
て
培
わ
れ
た
丈
夫

さ
を
ど
う
生
か
す
か
。
そ
こ
を
考
え
続

け
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
大
切
に
し
て
い
き
た
い
こ
と

は
何
で
す
か
。

昔
の
鬼
師
は
、
工
場
の
中
で
鬼
瓦
を

作
っ
て
い
れ
ば
仕
事
が
来
る
時
代
で
し

た
。
今
は
自
分
か
ら
動
き
、
伝
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
時
代
で
す
。
展
示
会
や

体
験
教
室
、
他
の
職
人
さ
ん
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
瓦
の
魅
力
や
技
術
を
伝
え

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
鬼
瓦

そ
の
も
の
の
仕
事
が
少
な
く
な
っ
て
も
、

道
具
の
使
い
方
や
ヘ
ラ
の
当
て
方
、
粘

土
と
の
向
き
合
い
方
は
残
し
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
瓦
に
触
れ
る
機

会
を
増
や
し
、
次
の
世
代
に
つ
な
が
る

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

左
右
対
称
、乾
燥
、つ
な
ぎ
目

�
―
鬼
瓦
づ
く
り
の
難
し
さ

表
札
、キ
ーホル
ダ
ー
、灯
籠
体
験
。

瓦
を
身
近
に
す
る
仕
事



１
０
０
年
続
く
文
化
的
産
業

ホ
ー
ユ
ー
ヘ
ア
カ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
ホ
ー
ユ
ー
本
社
か
ら
徒
歩
８
分
、

徳
川
美
術
館
の
南
隣
に
位
置
す
る
。

建
物
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
。
延
床
面

積
は
約
８
５
７
平
方
メ
ー
ト
ル
。
外
観

は
、
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
仕
組
み
か
ら
着
想

し
た
と
い
う
白
色
を
基
調
に
、
パ
ン
チ

ン
グ
メ
タ
ル
（
有
孔
折
版
）
で
流
れ
る

髪
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
無
数
の
曲
線
が

描
か
れ
、
髪
の
も
つ
透
明
感
と
柔
ら
か

な
身
体
性
を
表
現
し
て
い
る
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
な
び
く
髪
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
曲
線
の
重
な
り
で
、ヘ
ア
カ
ラ
ー

が
紡
い
で
き
た
歴
史
を
表
現
す
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
ホ
ー
ユ
ー
だ

け
で
な
く
、
ヘ
ア
カ
ラ
ー
業
界
全
体
の

歴
史
や
、
各
時
代
の
髪
に
ま
つ
わ
る
文

化
な
ど
も
展
示
し
て
い
る
。
現
在
の
水

ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
魅
力
発
見

ホ
ー
ユ
ー
ヘ
ア
カ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
歴
史
と
最
新
技
術
を
、
展

示
や
体
験
を
通
じ
て
楽
し
く
学
べ
る
企
業

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。

トピックス

ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

ホ
ー
ユ
ー
株
式
会
社
が
、創
立
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
２
０
２
３
年
に
オ
ー
プ
ン　
　

野
真
紀
夫
会
長
が
４
代
目
の
社
長
だ
っ

た
時
、１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、「
１
０
０
年
続
い
て
き
た
産
業
は
、

文
化
と
し
て
残
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ

が
で
き
る
の
は
当
社
し
か
な
い
」
と
い

う
使
命
感
で
博
物
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
っ
た
、と
梶か
じ
わ
ら原
秀ひ
で
か
ず一
館
長
は
話
す
。

「
創
立
当
時
の
他
メ
ー
カ
ー
は
、
現

在
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
１
０
０
年
続
い
て
い
る
産
業
、
そ

し
て
会
社
に
身
を
置
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
社
員
と
し
て
誇
り
に
思
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
発
端
で
し
た
。

当
初
は
取
引
先
や
社
員
な
ど
関
係
者
向

け
に
、
予
約
制
で
運
用
し
よ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
の
お
客
様

に
も
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
方
針
を
変

更
し
、
フ
ル
オ
ー
プ
ン
の
形
に
し
ま
し

た
」。

「
ホ
ー
ユ
ー
展
示
室
」

企
業
史・製
品
史・安
全
性
研
究
史
に
分
け
て
紹
介

創
業
は
１
９
０
５
年

各
階
の
う
ち
３
階
は
「
ホ
ー
ユ
ー
展

示
室
」
と
し
て
、
ホ
ー
ユ
ー
の
歴
史
を

企
業
史
・
製
品
史
・
安
全
性
研
究
史
に

分
け
て
紹
介
し
て
い
る
。

創
業
者
の
水
野
増
次
郎
氏
は
、

１
８
７
９
（
明
治
12
）
年
生
ま
れ
。
14

歳
か
ら
名
古
屋
市
で
家
庭
薬
製
造
販
売

業
の
鈴
木
専
弘
舎
に
丁で
っ
ち稚

に
入
っ
た
。

27
歳
の
と
き
、
独
立
し
て
家
庭
薬
製
造

販
売
業
「
水
野
甘
苦
堂
」
を
創
業
。

こ
の
こ
ろ
、
日
本
初
の
酸
化
染
料
を

使
用
し
た
染
毛
剤
「
千
代
ぬ
れ
羽
」
が
、

絵
の
具
商
の
服
部
松
栄
堂
（
東
京
都
）

か
ら
発
売
さ
れ
、
人
気
だ
っ
た
。
増
次

郎
氏
は
、
化
粧
品
・
雑
貨
販
売
業
を
営

む
義
弟
か
ら
、「
千
代
ぬ
れ
羽
」
の
よ

う
な
染
毛
剤
を
開
発
し
た
ら
ど
う
か
と

勧
め
ら
れ
、苦
労
の
末
、白
髪
染
め「
二

羽
か
ら
す
」
を
発
売
し
た
。

二
度
の
製
造
中
止

「
二
羽
か
ら
す
」
は
順
調
に
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
た
が
、
酸
性
染
毛
剤
の
か

梶原 秀一館長

水野増次郎氏
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ぶ
れ
が
社
会
問
題
と
な
り
、
発
売
禁
止

に
。
そ
の
後
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

購
入
者
が
買
受
書
を
提
出
す
る
こ
と
で

販
売
可
能
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発

に
よ
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
輸
入
し
て
い
た

原
料
の
パ
ラ
フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン（
パ

ラ
ミ
ン
）
が
高
騰
。
再
び
製
造
中
止
に

追
い
込
ま
れ
た
。

元
禄
が
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に

１
９
２
１
（
大
正
10
）
年
に
新
た
な

白
髪
染
め
「
元
禄
」
を
発
売
し
た
。

「
二
羽
か
ら
す
」
で
は
、
染
ま
る
ま

で
に
８
時
間
前
後
か
か
っ
て
い
た
が
、

「
元
禄
」
は
、
パ
ラ
ミ
ン
に
過
酸
化
水

素
水
を
混
ぜ
た
た
め
、
酸
化
が
早
く
、

染
毛
時
間
が
短
く
な
っ
た
。
安
価
で
質

の
良
い
「
元
禄
」
は
、
そ
の
後
70
年
以

上
続
く
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。

株
式
会
社
朋
友
商
会
創
立

株
式
会
社
組
織
の
少
な
か
っ
た
時
代

に
、
増
次
郎
氏
は
丁
稚
奉
公
時
代
の
盟

友
ら
と
「
株
式
会
社
朋
友
商
会
」
を
創

立
。
初
代
社
長
と
な
っ
た
。
社
名
に
は

「
朋
友
と
共
に
挑
戦
す
る
」「
株
主
と

な
っ
た
得
意
先
と
朋
友
関
係
を
深
め
て

い
く
」と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

1
9
3
4
（
昭
和
９
）
年
に
は
満
州

国
に
進
出
し
、
新
京
市
に
朋
友
ビ
ル
を

建
設
し
た
。

「
当
時
の
増
次
郎
社
長
が
、
愛
知
県

の
満
州
商
工
視
察
団
に
参
加
し
た
と
き

に
、
広
大
な
土
地
を
見
て
チ
ャ
ン
ス
を

感
じ
、
ラ
イ
バ
ル
社
が
あ
っ
た
大
阪
市

場
攻
略
の
た
め
の
資
金
を
、
全
部
満
州

に
持
っ
て
い
っ
た
ら
し
い
で
す
」。

そ
の
後
、
戦
災
で
本
社
や
工
場
を
焼

失
し
、
ゼ
ロ
か
ら
の
再
出
発
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
だ
が
戦
後
は
、
大
阪
、
仙

台
、
門
司
と
次
々
に
出
張
所
（
現
支
店
）

を
開
設
。

1
9
5
4
（
昭
和
29
）
年
に
は
、「
元

禄
」
を
海
外
（
タ
イ
）
へ
戦
後
初
輸
出

し
た
。

「
世
界
の
半
分
は
黒
髪
だ
と
言
い
ま

す
か
ら
、
市
場
は
無
限
大
で
す
」。

ビ
ゲ
ン
の
誕
生

２
代
目
の
水
野
金
平
社
長
が
開
発
を

主
導
し
た
粉
末
白
髪
染
め
「
ビ
ゲ
ン
」

が
、
1
9
5
7
（
昭
和
32
）
年
に
発
売

さ
れ
た
。「
美
人
元
禄
」（
元
禄
時
代
の

美
人
）
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
粉
末
タ

イ
プ
は
当
時
画
期
的
だ
っ
た
う
え
、
黒
、

こ
げ
茶
、
茶
色
の
３
色
の
展
開
が
で
き

た
。「

敗
戦
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
日
本
の

女
性
が
和
装
か
ら
洋
装
に
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
同
時
に
、
黒
く
て
長
い

結け
っ
ぱ
つ髪

が
短
く
な
っ
て
い
き
、
髪
色
も
明

る
く
な
っ
た
の
で
す
」。 

日
本
人
の
髪
色
は
も
と
も
と
真
っ
黒

で
は
な
く
、
赤
色
の
色
素
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。

「
昭
和
初
期
ま
で
は
、
白
髪
だ
け
で

な
く
、
少
し
赤
い
髪
を
真
っ
黒
に
し
た

く
て
黒
く
染
め
て
い
た
。
そ
れ
が
、
自

分
の
地
毛
の
色
を
生
か
す
と
い
う
発
想

に
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
に『
ビ

ゲ
ン
』
が
マ
ッ
チ
し
ま
し
た
」。

５
年
後
に
は
、
理
美
容
業
界
へ
も
進

出
し
た
。

1
9
7
3（
昭
和
48
）年
に
は
、
シ
ャ

ン
プ
ー
タ
イ
プ
の
「
ビ
ゲ
ン
ヘ
ア
カ

ラ
ー
」
で
悲
願
の
業
界
ト
ッ
プ
と
な
る
。

「
60
年
代
後
半
に
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

の
普
及
な
ど
で
、
第
一
次
ヘ
ア
カ
ラ
ー

ブ
ー
ム
が
あ
り
ま
し
た
。
他
社
が
明
る

く
で
き
る
お
し
ゃ
れ
染
め
の
市
販
品
を

発
売
し
、
ホ
ー
ユ
ー
は
出
遅
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。『
ビ
ゲ
ン
ヘ
ア
カ
ラ
ー
』

は
、
原
点
回
帰
の
白
髪
染
め
に
絞
り
、

独
特
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
抑
え
た
価
格
で

大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
」。

現
在
も
続
く
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー

1
9
8
4
（
昭
和
59
）
年
、
10
年
近

く
試
行
錯
誤
を
続
け
た
末
に
、
初
の
ク

リ
ー
ム
タ
イ
プ「
ビ
ゲ
ン
ク
リ
ー
ム
ト
ー

ン
」
を
発
売
。
一
度
開
封
し
た
ら
使
い

切
ら
な
い
と
い
け
な
い
従
来
商
品
と
違

い
、
必
要
な
分
だ
け
使
う
こ
と
が
で
き
、

現
在
も
続
く
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
。

「
染
料
を
酸
化
さ
せ
て
黒
く
す
る
と

い
う
染
毛
の
基
本
的
な
仕
組
み
は
、『
二

羽
か
ら
す
』
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ク
リ
ー
ム
ト
ー
ン
の
あ
と
は
、
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
早
く
染
ま
る
、

混
ぜ
る
手
間
が
な
く
な
る
、
塗
り
や
す

い
な
ど
の
、
付
加
価
値
の
競
争
が
続
い

て
い
る
現
状
で
す
」。

現
在
の
売
り
上
げ
構
成
は
、
国
内
一

般
約
50
％
、
海
外
約
35
％
、
サ
ロ
ン
約

15
％
。「
ヘ
ア
カ
ラ
ー
だ
っ
た
ら
販
路

を
問
わ
ず
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
る
目
標

で
、
営
業
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
」。

ア
レ
ル
ギ
ー
研
究

ホ
ー
ユ
ー
は
、
戦
後
か
ら
一
貫
し
て

安
全
性
の
研
究
を
進
め
、
か
ぶ
れ
な
い

非
パ
ラ
ミ
ン
系
の
商
品
も
発
売
し
て
い

る
。「
創
業
者
も
『
ま
ず
は
安
全
が
第

一
だ
』
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
」

と
梶
原
館
長
。

藤
田
医
科
大
学
な
ど
と
連
携
し
、
ア

レ
ル
ギ
ー
研
究
に
取
り
組
む
中
で
、

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
か
ら
、
ア
レ

ル
ゲ
ン
を
特
定
す
る
受
託
解
析
サ
ー
ビ

ス
の
新
規
事
業
も
始
め
た
。

「
わ
ず
か
な
血
清
で
精
度
の
高
い
解

析
が
で
き
ま
す
の
で
、
患
者
様
に
余
計

な
負
担
を
か
け
な
く
て
済
み
ま
す
し
、

患
者
様
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
」。

ホーユー沿革

1905（明治38）年	 水野増次郎が「水野甘苦堂」創業。
1909（明治42）年	 「二羽からす」発売。
1921（大正10）年	 「元禄」発売。
1923（大正12）年	 「株式会社朋友商会」創立。
1957（昭和32）年	 粉末白髪染め「ビゲン」発売。
1959（昭和34）年	 2代目水野金平社長就任。
1961（昭和36）年	 長久手工場新設。
1962（昭和37）年	 「ハーレルウェーブへアカラー」発売。
1964（昭和39）年	 社名を「ホーユー株式会社」に変更。
1971（昭和46）年	 「ビゲンヘアカラー」発売。
1976（昭和51）年	 瀬戸工場新設。
1984（昭和59）年	 「ビゲンクリームトーン」発売。
1990（平成2）年	 「ビューティーン」シリーズ発売。
1991（平成3）年 	 「ダニエルギャルビン」シリーズ発売。
1995（平成7）年	 「ビューティラボ」シリーズ発売。
1997（平成9）年	 3代目水野新平社長就任。
	 「シエロ」シリーズ発売。
2001（平成13）年	 桜が丘工場新設。
	 中国に初の海外工場設立。
2004（平成16）年	 ホーユー新本社ビル完成。
2005（平成17）年	 創業100周年。ロゴマークを変更。
2007（平成19）年	 長久手工場内に新研究棟竣工。
2011（平成23）年	 ４代目水野真紀夫社長就任。
2012（平成24）年	 クラシエG普通株式100％取得。
2018（平成30）年	 �クラシエホールディングス株式会社の

普通株式を朋友ホールディングス株
式会社に譲渡。

2022（令和4）年	 5代目佐々木義広社長就任。
	 食物アレルギー受託解析事業開始。
2023（令和5）年	 創立100周年。
	 ホーユーヘアカラーミュージアム開館。

ホーユー株式会社
所 在 地：名古屋市東区徳川一丁目501番地
資 本 金：1億1000万円
創　　業：1905年　創立：1923年
年間売上高（2025年）：527億円（連結）
従業員数：1036人（2025年10月）

本社ビル
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「
日
本
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
史
」

４
つ
の
時
代
に
分
け
て
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
歴
史
を
新
解
釈

ヘ
ア
カ
ラ
ー
業
界
の
歴
史

２
階
の
「
日
本
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
史
」

エ
リ
ア
で
は
、「
自
然
な
黒
の
時
代
」「
化

学
の
黒
の
時
代
」「
カ
ラ
ー
の
時
代
」「
多

様
性
の
時
代
」
の
４
つ
の
時
代
に
分
け

て
、
時
代
背
景
と
共
に
独
自
の
進
化
を

遂
げ
た
日
本
の
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
歴
史
を

紐
解
い
て
い
る
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
内
で
す
で
に
、ホ
ー
ユ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
は
な
く
ヘ
ア
カ
ラ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
に
し
よ
う
、
と
い
う
話
に
自
然

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
市
販
品
の
一
般

市
場
は
シ
ェ
ア
４
割
ほ
ど
あ
る
の
で
、

当
社
が
業
界
の
代
表
と
し
て
、
業
界
全

体
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

展
示
で
は
、
ホ
ー
ユ
ー
製
品
だ
け
で

な
く
、
他
社
製
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
も
並
べ
て
、
日
本
の
ヘ
ア

カ
ラ
ー
の
歴
史
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

 

自
然
な
黒
の
時
代

奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た「
万
葉
集
」

で
は
す
で
に
、
白
髪
は
老
い
の
象
徴
で

あ
り
、
豊
か
な
黒
髪
は
若
さ
と
美
し
さ

の
決
め
手
だ
っ
た
。

平
安
時
代
後
期
の
武
将
、
斎
藤
実さ
ね
盛も
り

は
、
髪
を
黒
く
し
た
最
初
の
日
本
人
と

し
て
有
名
だ
。
戦
の
前
に
「
若
々
し
く

戦
い
た
い
」
と
、
髪
や
ひ
げ
を
黒
く
染

め
て
出
陣
し
た
と
い
う
。

合
戦
後
の
首
実
検
で
首
を
洗
っ
た
と

こ
ろ
白
髪
が
現
れ
た
。
実
盛
と
気
づ
い

た
木
曽
義
仲
は
、
命
の
恩
人
を
討
ち

取
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
き
悲
し
ん
だ
そ

う
だ
。

江
戸
時
代
後
期
、
白
髪
を
隠
す
黒
油

「
美び

玄げ
ん
香こ
う
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、「
い
ま
な

ら
ば
実
盛
も
買
ふ
美
玄
香
」
と
い
う
川

柳
も
詠
ま
れ
た
。

化
学
の
黒
の
時
代

明
治
時
代
当
初
は
、
白
髪
染
め
と
し

て
植
物
か
ら
と
っ
た
粘
液
を
白
髪
に
塗

り
、
そ
の
上
か
ら
お
歯
黒
液
を
塗
っ
て

乾
燥
さ
せ
て
い
た
。
１
８
８
３
年
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
酸
化
染
毛
剤
が
開
発
さ

れ
、
１
９
０
５
年
に
日
本
最
初
の
酸
化

染
毛
剤
が
発
売
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
度
の
世
界
大
戦
に
よ
り
、

染
毛
剤
メ
ー
カ
ー
に
は
困
難
な
状
況
が

続
い
た
。

カ
ラ
ー
の
時
代（
前・後
期
）

終
戦
後
の
１
９
５
６
年
、「
ヘ
ア
ダ

イ
」
が
日
本
に
上
陸
す
る
。
ブ
リ
ー
チ

で
地
毛
か
ら
黒
い
色
素
を
抜
い
て
色
を

入
れ
る
と
い
う
画
期
的
な
製
品
で
、
黒

く
す
る
だ
け
の
染
毛
剤
と
は
明
確
な
違

い
が
あ
っ
た
。

60
年
代
後
半
に
は
、
シ
ャ
ン
プ
ー
式

お
し
ゃ
れ
染
め
製
品
が
ヒ
ッ
ト
し
、
第

一
次
ヘ
ア
カ
ラ
ー
ブ
ー
ム
が
訪
れ
る
。

80
年
代
に
髪
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な

い
酸
性
染
毛
料
が
登
場
。
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
に
よ
り
女
性
の
社
会
進
出
が

進
み
、
女
性
が
積
極
的
に
自
分
を
表
現

す
る
よ
う
に
な
る
。

多
様
性
の
時
代

90
年
代
か
ら
若
者
を
中
心
に
茶
髪

ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、第
二
次
ヘ
ア
カ
ラ
ー

ブ
ー
ム
に
発
展
す
る
。

や
が
て
ヘ
ア
カ
ラ
ー
は
自
己
表
現
の

一
部
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

こ
と
で
、
イ
エ
ベ
・
ブ
ル
べ（
イ
エ
ロ
ー

ベ
ー
ス
・
ブ
ル
ー
ベ
ー
ス
＝
肌
色
の
黄

み
寄
り
・
青
み
寄
り
）
の
ど
ち
ら
か
、

似
合
う
色
な
ど
が
わ
か
る
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
診
断
も
行
え
る
。
ま
た
、
毛
髪

の
断
面
の
模
型
へ
、
薬
剤
に
よ
っ
て
起

こ
る
反
応
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
（
投

影
）
す
る
こ
と
で
、
髪
が
染
ま
る
仕
組

み
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
体
験

展
示
も
あ
る
。

「
ヘ
ア
カ
ラ
ー
は
医
薬
部
外
品
の
染

毛
剤
の
た
め
、
サ
ン
プ
ル
な
ど
で
試
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
で

す
の
で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
で
で
き
る
こ
と

は
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
す
。

Ａ
Ｉ
が
髪
型
・
髪
色
を
無
作
為
抽
出
す

る
画
像
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
、
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」。

「
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
魅
力
」体
感
エ
リ
ア

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
ヘ
ア
カ
ラ
ー
を
体
験

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
体
感

「
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
魅
力
」
体
感
エ
リ

ア
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
ヘ
ア
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
体

験
で
き
る
。

体
験
で
き
る
の
は
、
５
つ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
や
診
断
だ
。
ま
ず
、
ピ
ア
ノ

の
鍵
盤
を
模
し
た
混
色
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
で
、
色
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

混
色
や
ア
ン
ダ
ー
ト
ー
ン
（
脱
色
し
た

際
、
髪
内
部
に
残
る
メ
ラ
ニ
ン
色
素

の
色
味
）
と
ヘ
ア
カ
ラ
ー
の
関
係
を
体

感
で
き
る
。
そ
し
て
、
髪
型
や
髪
の
色

が
違
う
い
ろ
い
ろ
な
自
分
を
疑
似
体
験

で
き
る
画
像
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
、
豊

富
な
色
数
か
ら
選
ん
で
ヘ
ア
カ
ラ
ー
を

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
で
き
る
髪
色
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
も
試
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ

ら
に
、
専
用
の
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を

通
し
て
、
髪
の
毛
を
モ
ニ
タ
ー
に
表
示

し
て
ス
タ
ッ
フ
が
毛
髪
を
診
断
す
る

コ
ー
ナ
ー
や
、
簡
単
な
設
問
に
答
え
る混色シミュレーター混色シミュレーター

画像シミュレーター画像シミュレーター

毛髪と染毛の仕組み体験毛髪と染毛の仕組み体験
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日
本
人
と
色
の
関
わ
り

１
階
の
企
画
展
示
室
で
は
、
年
３
回

企
画
展
を
行
っ
て
い
る
。

毎
年
９
月
か
ら
11
月
は
、
障
が
い
者

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
支
援
企
画
「
パ
ラ
リ
ン

ア
ー
ト
展
」。
ホ
ー
ユ
ー
と
障
が
い
者

自
立
推
進
機
構
の
共
催
で
ア
ー
ト
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
き
、
入
賞
作
品
を
展
示
す

る
。「
社
会
貢
献
の
一
環
で
す
。
優
秀

作
品
は
、
社
員
投
票
で
決
め
て
い
ま
す
」

と
梶
原
館
長
は
話
す
。

12
月
か
ら
３
月
は
、
中
日
美
容
専
門

学
校（
名
古
屋
市
）の
学
生
に
よ
る
ホ
ー

ユ
ー
の
サ
ロ
ン
カ
ラ
ー
ブ
ラ
ン
ド
「
ソ

マ
ル
カ
ラ
ボ
」
を
使
っ
た
ヘ
ア
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
優
秀
作
品
を

展
示
す
る
。

春
か
ら
夏
の
企
画
展
は
、
毎

回
テ
ー
マ
を
変
え
て
い
る
。
現

在
は
８
月
30
日
ま
で
、
日
本
人

と
色
の
関
わ
り
な
ど
を
紹
介
す

る
「
J
A
P
A
N 

C
O
L
O
R
S 

C
H
R
O
N
I
C
L
E
～
古
代
か
ら
現

代
ま
で
。
時
代
を
染
め
て
き
た
、
日
本

人
の
色
彩
文
化
～
」
を
開
催
し
て
い
る
。

各
時
代
の
色
の
流
行
や
取
り
入
れ

方
、
時
代
背
景
な
ど
日
本
の
色
の
歴
史

を
コ
ン
パ
ク
ト
に
、
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
パ
ネ
ル
を
展
示
。
女
性
の
髪
型

や
髪
色
、
衣
装
が
ど
う
変
遷
し
た
か
を
、

特
別
に
制
作
し
た
マ
ネ
キ
ン
５
体
で
紹

介
し
て
い
る
。

「
文
化
学
園
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ソ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
」（
東
京
都
渋
谷
区
）
所

有
の
鹿
鳴
館
風
バ
ッ
ス
ル
ド
レ
ス
（
後

ろ
腰
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
ド
レ
ス
）、

昭
和
20
年
代
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
ド
レ
ス
も

展
示
す
る
。

新
規
事
業
も

１
階
で
展
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
社

内
の
新
規
事
業
創
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
社

内
ベ
ン
チ
ャ
ー
制
度
）「
コ
ノ
ユ
ビ
ト

マ
レ
」
か
ら
誕
生
し
た
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ

ラ
ン
ド
「O

ne st.

（
ワ
ン
エ
ス
テ
ィ
）」

だ
。
研
究
職
の
堀
江
俊
貴
さ
ん
が
立
ち

上
げ
、
現
在
は
製
品
開
発
か
ら
情
報
発

信
、
ブ
ラ
ン
ド
運
営
ま
で
一
手
に
担
う
。

「O
ne st.

」
の
主
成
分
は
ナ
イ
ア
シ

ン
ア
ミ
ド
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
３
の
一
種
）。

美
容
液
と
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
、
ヘ
ア
ケ

ア
ラ
イ
ン
を
発
売
し
て
い
る
。

「『
現
役
化
粧
品
研
究
員
と
し
く
ん
』

と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
で
す
。
フ
ァ
ン
が
つ
い
て

い
て
、
非
常
に
よ
く
売
れ
て
い
ま
す
。」

企
画
展
示
室
は
年
３
回
企
画
展
を
実
施

８
月
末
ま
で

「JA
PA

N
 C

O
LO

R
S C

H
R

O
N

IC
LE

」開
催

堀江俊貴さん

ホーユーヘアカラーミュージアム
開館時間：	10:00～17:00
	 （入館は16：30まで）
TEL：052-559-4931
入館料：無料
休館日：月曜日・祝日・夏季休暇・年末年始
館内ツアー：	10：30～／14：00～
	 （約60分）予約不要、無料
	 参加希望者はロビー集合
URL：https://www.museum.hoyu.co.jp

Q.ご経歴は？
A.�千葉県出身です。もともとアパレル志望でしたが、縁があって、この会社に入社しました。最初は一般営
業として、仙台支店に9年間もいて、『社員として忘れられているのではないか』と不安に思うほどでした。
その後大阪支店に行って4年間過ごし、名古屋本社の営業企画に7年間いました。また1年間だけ東京支
店の営業に戻り、その後はマーケティング本部の媒体開発、つまりテレビのCM枠の買い付けや、プロモー
ションプランの策定などに携わりました。その後、社長室の広報に異動になり、社長室の専権事項でこの
ミュージアムの仕事があったので、社長が変わったタイミングで、館長に就任しました。

Q.ヘアカラーのニーズはどんどん増えていっているように感じます。
A.�ヘアカラーは一過性のブームではなく、自己表現
の一部として定着してきました。一方、白髪を染
めない「グレイカラー」の流行など、価値観の多
様性も見られます。一人一人の個性に合わせて、
美しくなっていただく選択ができるようになってい
ます。

Q.館長としての抱負をお聞かせください。
A.�このミュージアムは、ヘアカラーに特化したミュー
ジアムです。 歴史が好きで、産業史として見に来
られる方もいますし、身近にあるけれども、仕組
みがよく分からないヘアカラー商品のショールーム
的な役割もあります。今後はショールームの役割
を強くし、お客様にどんなニーズがあるのかを正し
くくみ取るとともに、それに対して等しく情報をご
提供できるような施設にしていきたいと思っています。

One st.展示コーナー

▲ 

至 

大
曽
根

徳川園

徳川美術館蓬左文庫
メーグル

至 瀬戸 ▶◀ 至 名古屋駅

至 

今
池
▼

出来町通
新出来徳川美術館南

基幹2号系統

基幹2号系統

栄15系統

徳川園
徳川美術館
蓬左文庫

徳川園新出来

所 在 地 ※ホーユー株式会社本社にはありません。

〒461-0023　愛知県名古屋市東区徳川町903

215
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将来に備える代理人サービス

預金者 代理人

・認知・判断能力の低下に係る当金庫所定
　の診断書の提出
・すべての預金口座の名義を「〇〇（預金
　者名）代理人△△」に変更
・お取引の都度、代理人さまのご本人確認
　を行います。

「将来に備える代理人サービス」申込 代理人取引の開始
・「将来に備える代理人サービス利用申込
　書」の提出
・預金者の配偶者・直系血族・3親等以内
　の親族であることがわかる戸籍謄本等
　（発行後３ヵ月以内のもの）の提出

預金者および代理人ともに、[将来に備える代理人サービス]特別約定に同意し、かつ国内に居住
する個人の方利用資格

次のいずれかに該当する方（ただし、成年に限ります）のうち、1名のみを代理人として指定す
ることができます。

 ① 預金者の戸籍上の配偶者　　 ② 預金者の直系血族　　 ③ 預金者の３親等以内の親族

代理人の
指定範囲および人数

・代理権の発効後は、当金庫は預金者と取引・手続は行わず、代理人と取引します。
・預金者が保有するすべてのキャッシュカード、預金者のインターネットバンキング契約等
は、代理権の発効時に自動解約されます。
・代理人の申出に基づき行った手続は、預金者の意思に関わらず、すべて預金者の責任によっ
て行った行為となります。

留意事項

預金者に関する、認知・判断能力の低下に係る当金庫所定の診断書（日本の医師の資格を持つ
者によって診断確定したもの）のご提出

代理権発効の
主な条件

無料（ただし、個別の取引ごとに所定の手数料をご負担いただきます）取扱手数料

・預金者本人が保有するすべての預金口座の入出金・解約取引
・預金者本人が保有する預金口座からの払戻しによる振込、税金の納付、および預金者に対し
当金庫が貸出をした金員の返済
・預金者本人の住所および電話番号等の変更手続（取引内容によっては変更に応じられない場合もあります）
・預金者本人の通帳の喪失関連手続（喪失の届出、再発行、発見、解約）
・預金者本人が保有する融資や投資信託等を含むすべての取引内容照会（残高証明書や取引履
歴の発行等）

代理人による
取引の範囲

おかしん

申込書 戸籍謄本
等

預金者 代理人

おかしん

当金庫所定
の診断書

預金者ご本人さまの
預金取引が困難

認知・判断能力の低下

サービス利用に係る主な手順

［将来に備える代理人
サービス］特別約定を
必ずご確認ください。

詳しくは、［将来に備える代理人サービス］
特別約定をご確認ください。

万一、認知症になっても、介護費用の支払いがスムーズに出来るから安心♪

将来に備える代理人サービスとは

将来に備える代理人サービス
をご利用いただくと…

将来、預金者さまの認知・判断能力が低下
しても、あらかじめお届けいただいた代理
人さまが預金取引を行うことができます！

介護保険金を預金者本人の口座で受け取ったあと、代理人が預金者
本人の口座から預金を引き出せるから財産管理がしやすい！
万一、認知症になっても、代理人が預金者の取引内容をいつでも照会できる♪

例えば こんなご心配はありませんか？

お悩み解決の一例
✓

✓
✓

・預金者さまの認知・判断能力の低下により、ご自身による預金取引が出来なくなる場合に備
え、事前に代理人を指定するサービスです。
・これにより、将来、預金者ご本人さまに代わって介護費用支払をはじめとする預金取引を行う
ことができるようになります。

・代理人による預金取引の開始時期は、預金者さまの認知・判断能力の低下に係る当金庫所定
の診断書（精神科・心療内科・脳神経外科等に属する医師により診断確定したもの）が提出され、当
金庫が受理した日以降となります。

認知・判断能力が低下したら

預金取引ができなくなるかも…

預金者さま

ご家族さま

家族が認知症になったら、

預金を引き出せるのかな…

取引内容もわからないし…

もちろん、認知・判断能力が低下
されるまでは、預金者ご本人さま
だけがお取引いただけます。

「人生100年時代」の到来を迎えつつある中、お客さまと
そのご家族の皆さまに、将来にわたって安心して預金取引
できるサービスをご用意しました！

将来に備える
代理人サービス

裏面もお読みください。
詳しくは、当金庫の窓口まで
お問合せください。



最近の経済動向

▽個人消費

百貨店販売額
（百万円）

スーパー販売額
（百万円）

コンビニ販売額
（百万円）

新車販売
（台数）前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％ 前年同期（月）比％

25/4-6月 107,025 ▲2.8 259,458 3.9 191,516 2.9 69,336 8.7
7-9月 106,913 3.2 265,962 2.8 198,946 1.8 75,083 ▲2.7

10-12月 133,908 4.4 284,180 4.2 195,326 1.5 71,613 ▲3.2
26/1-3月 121,660 5.8 266,646 2.6 185,060 1.9 82,902 0.1
26/2月 40,089 14.3 84,196 4.1 57,916 1.8 26,529 ▲10.6

3月 38,545 ▲4.2 88,833 ▲0.2 65,869 2.9 30,842 ▲1.9
4月 32,983 ▲4.1 85,743 0.7 62,558 ▲0.1 24,131 14.4
5月 34,683 ▲2.6 90,663 3.8 64,861 0.4 22,484 2.3

（出所）経済産業省・中部経済産業局・（社）日本自動車販売協会連合会愛知県支部・（社）全国軽自動車協会連合会・国土交通省

▽貿易（前年同期（月）比％） ▽設備投資額（東海3県合計）

輸出額 輸入額 前年度比％
25/4-6月 ▲0.9 ▲1.5 22年度 5.8

7-9月 ▲1.2 ▲3.0 23年度 6.2
10-12月 2.4 ▲0.9 24年度 7.1
26/1-3月 3.9 1.8 25年度 10.5
26/2月 ▲1.8 9.5 26年度計画 5.4

3月 6.4 2.6 (出所）�日本銀行名古屋支店 ソフトウェアを含む
設備投資額（除く土地投資額）4月 8.3 10.0

5月 13.1 8.2

（出所）�名古屋税関（愛知・岐阜・三重・静岡・長野の5県に蔵置された貨物の
輸出入金額）

▽住宅投資・公共投資・生産・雇用（愛知県）・物価（名古屋市）（前年同期（月）比％）

新設住宅
着工戸数 公共投資金額 鉱工業生産指数

（原指数）
有効求人倍率

（倍）
消費者物価指数

（注）前年同期（月）比％

25/4-6月 10,385 ▲22.3 30.0 0.9 1.32 3.6
7-9月 13,787 ▲3.4 31.4 ▲0.2 1.26 3.0

10-12月 13,293 ▲2.9 ▲11.3 ▲3.3 1.21 2.8
26/1-3月 12,196 ▲13.0 ▲32.4 ▲4.9 1.22 1.9
26/2月 4,187 12.3 53.4 ▲1.6 1.22 1.8

3月 4,233 ▲36.4 ▲47.6 3.0 1.20 1.9
4月 4,707 68.8 ▲2.0 ▲0.3 1.21 1.2
5月 4,253 26.6 ▲22.6 N/A 1.23 1.1

（出所）国土交通省・東日本建設業保証（株）・愛知県県民生活部統計課・愛知労働局　　　　　　　　　　　　　（注）生鮮食料品を除く

【現　況】
景気は引き続き緩やかに回復している。個人消費は物価高に伴う節約ムードがみられるものの、底堅く推移。
貿易は輸出入とも増加基調が続いている。企業業績も中東情勢の影響を受けつつも、おおむね良好に推移。

【愛知県の主要経済指標】

『経済月報』MONTHLY REPORT は
ホームページからもご覧いただけます。
URL https://www.okashin.co.jp/local/economy/index.html

『経済月報』に関する
「ご意見・ご感想」をお寄せください。

URL https://reg31.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=qdph-ljrfpb-0d38371c297daf956d3d4deb2cfb59e9
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地元産業の発展と
社会の繁栄に

真心をもって奉仕する

基　本　方　針

巨大鬼面（高浜市）
名鉄高浜港駅前、高浜ニコニコ鬼広場に平成10年4月に設置された高さ4.5ｍ、幅4.2ｍの「巨大鬼瓦」。使用した粘土の量は約4トン。「美しい日本の歩き
たくなるみち500選」に選定されている「鬼みち」のシンボルとなっている。

▼
ホ
ー
ユ
ー
ヘ
ア
カ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
訪
れ
る
に
あ
た
り
下
調
べ
を

し
て
い
た
際
、「
ホ
ー
ユ
ー
」
が「
朋

友
」に
由
来
す
る
と
初
め
て
知
っ
た
。

長
ら
く「
あ
な
た
の
た
め
に（FO

R 
YO

U

）」だ
と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い

た
。

▼
製
造
業
の
中
心
地
で
あ
る
愛
知
県

下
に
は
、
実
に
様
々
な
企
業
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
あ
る
。
自
動
車
、
鉄
道
、
航

空
宇
宙
、
産
業
機
械
、
陶
磁
器
、
食
品

等
々
。

▼
社
業
の
変
遷
、創
業
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
新
た
な
発
見
に
出
会
え
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
夏
、生
き
た
学
習
体

験
が
で
き
る
企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に

出
掛
け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（写真提供：高浜市観光協会）

『経済月報』7月号16ページの経歴欄で下記の通り誤りがございました。お詫びして訂正いたします。
（誤）1995年 皇學館大学卒業　（正）1996年 皇學館大学卒業

この街が好き。
岡崎信用金庫は、

お客さまから愛され、信頼される
金融機関として、地域とともに

歩み続けます。
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